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まえがき 
 
 平成30年度（2018年）は、森林総合研究所の第４期中長期計画（平成28～32年）の中間年にあた

ることから、戦略課題ごとに当初の計画どおり研究が進捗し成果を挙げているかなど、研究所全体で

中間の見直し作業にも取り組んだ１年でした。東北支所においても、この第４期の３本柱に掲げた、

１）震災後の海岸林再生、２）人工林の主伐―再造林の低コスト化技術、３）松くい虫被害など病虫

害の防除対策、の各重点課題を中心に、研究を進めると同時に、それぞれの進捗状況や成果の見通し

などを精査したところです。 
 まず、海岸林再生の関連では、交付金プロジェクトにおいて、生育基盤の盛土に植栽された苗木に

見られる生育不良の原因を探るべく、深くまで耕起した区と無耕起区とで苗木の成長や根系の発達経

過を比較する野外試験が 2 年間行われました。その結果、耕起によりとくに根の発達が促されること

で苗木の成長改善に効果があることが明らかになり、復興初期に作られた排水不良等の問題がみられ

る盛土の改良策にもつながる成果が得られています。また、新設された防潮堤が潮風の風速や風向き

に及ぼす影響も調査するなど、海岸林生態系の総合的な機能発揮に向けた研究が進められました。 
 再造林の低コスト化のための技術開発では、関連する地域戦略プロジェクト課題（革新的技術展開

事業）が本年度で終了し、その主要成果のひとつとして、東北の各参画県や国有林と連携しながら行

った植栽後の下刈り省力手法に関する実証研究の結果を、事例集の形で成果パンフレットにとりまと

めました。この冊子には、東北の主伐―再造林の現場ですぐに活用できるように、様々な手法ごとに

適用できる条件や、コスト削減や軽労化の程度が具体的に示されています。 
 松くい虫被害の関連では、一昨年度終了したプロジェクト課題（農食研事業）で開発した環境への

負荷が少ない被覆・粘着資材が製品化され、そうした成果の普及に力が注がれました。さらに、マツ

材線虫病の媒介者と病原体をめぐる関係の成立過程の解明を目指す基礎的な研究でも進展がみられ、

本病の防除技術への応用も大いに期待できる成果が得られています。 
 これら３本柱以外の研究課題についても、多くの成果が得られました。例えば、鳥獣等野生動物の

管理に関連するものでは、近い将来東北でもその被害が懸念されるニホンジカについて、より迅速に

生息状況を把握するために、従来の自動撮影カメラによるモニタリング手法を高度化したり、「ニホ

ンジカ・カモシカ識別キット」を使った糞・食痕等の分析手法の改良が図られました。近年人里への

出没が相次ぐツキノワグマの研究では、その生息地や移動に地形要因や土地利用形態がどう影響して

いるのか、景観遺伝学的なアプローチから検討し、ゾーニング管理の大切さを示しました。また、松

くい虫の被害林で猛禽類の生息状況を数年間追跡した調査結果からは、営巣木の枯死被害の進行が猛

禽類の生息環境へおよぼす影響が徐々に明らかになってきました。そのほか、樹木疫病菌による被害

リスクの評価、ハムグリハバチによる食害機構、国産漆の増産・利用のための技術開発、広葉樹資源

の有効利用のための計測技術の開発など、東北の森林を対象にした多くの研究が着実に進められてい

ます。 
 研究の推進とともに、季刊冊子「フォレストウインズ」の発行や、一般公開・公開講演会をはじめ

様々な講演会やシンポジウムの開催、そして現地検討会への講師派遣など、研究成果の広報、普及に

も積極的に取り組みました。こうした成果の「橋渡し」活動は、今後も国有林や東北各県・市町村、さ

らに民間の方や支所近隣など幅広い地域との連携をはかりながら取り組んでいきたいと考えておりま

すので、引き続き皆様のご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 
 

                     国立研究開発法人森林研究・整備機構  
                     森林総合研究所東北支所長 梶本卓也 
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Ⅰ 研究の概要
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１ 平成３０年度に東北支所で分担した研究課題

　１－１）実行課題一覧

　注：氏名太字は、課題責任者　

課　　　題　　　名 責任者／担当者 予算区分

ア 重点課題 森林の多面的機能の高度発揮に向けた森林管理技術の開発 28 ～ 32

アア 戦略課題 森林生態系を活用した治山技術の高度化と防災・減災技術の開発 28 ～ 32

アアａ 基幹課題 山地災害発生リスクの予測と森林の防災機能の変動評価 28 ～ 32

アアａ１ 実施課題 森林の災害防止機能高度利用技術の開発
萩野裕章、小野賢二、野
口宏典

交付金 28 ～ 32

アアａＰＦ１１ 外部プロ課題 山地災害リスクを低減する技術の開発 阿部俊夫 政府等受託 28 ～ 32

アアａＰＦ１２ 外部プロ課題 20mを超える津波に対する海岸林の減勢効果の検証と予測 野口宏典 科研費 29 ～ 31

アアａＰＳ３ 交プロ課題
根系成長確保による高い津波耐性を特長とする盛土を伴う海岸林造
成の技術的指針の策定

大貫靖浩、野口享太郎、
太田敬之、萩野裕章、
小野賢二、野口宏典

交付金プロ 29 ～ 31

アアａＰＳ４ 交プロ課題 樹木根系の分布特性の多様性を考慮した防災林配置技術の開発 野口享太郎 交付金プロ 30 ～ 34

アアｂ 基幹課題 森林の水源涵（かん）養機能を高度に発揮させる技術の開発 28 ～ 32

アアｂ１ 実施課題 多様な管理手法下にある森林の水保全機能評価技術の開発 大貫靖浩、阿部俊夫 交付金 28 ～ 32

アアｂＰＦ１２ 外部プロ課題 機械学習の応用による土層厚推定の精緻化と広域マッピング 大貫靖浩 科研費 29 ～ 31

アアｂＰＳ２ 交プロ課題
多雪地域での間伐が水流出および浮遊土砂流出に及ぼす影響の解
明

阿部俊夫 交付金プロ 30 ～ 31

アアｄ 基幹課題 森林における放射性物質の動態把握と予測モデルの開発 28 ～ 32

アアｄ１ 実施課題 森林における放射性セシウム動態の解明 直江将司、齋藤智之 交付金 28 ～ 32

アアｄＰＦ１ 外部プロ課題 森林内における放射性物質実態把握調査事業 齋藤智之 政府等受託 24 ～ 30

アアｄＰＳ２ 交プロ課題 森林の放射性セシウム動態解明による将来予測マップの提示 野口享太郎、小野賢二 交付金プロ 28 ～ 30

アイ 戦略課題 気候変動の影響評価技術の高度化と適応・緩和技術の開発 28 ～ 32

アイａ 基幹課題 長期観測による森林・林業への気候変動影響評価技術の高度化 28 ～ 32

アイａ１ 実施課題
森林における物質・エネルギーの蓄積・輸送パラメタリゼーションの高
度化と精緻化

小野賢二、野口宏典、森
下智陽

交付金 28 ～ 32

アイａ２ 実施課題 様々な気候帯に成立する森林生態系研究情報の統合 小野賢二、森下智陽 交付金 28 ～ 32

アイａＰＦ３ 外部プロ課題 森林土壌の炭素蓄積量報告のための情報整備 野口享太郎 政府等受託 15 ～ 32

アイａＰＦ１７ 外部プロ課題
周極域森林生態系において蘚苔地衣類が炭素窒素循環に果たす役
割と地域間差の評価

森下智陽 科研費 27 ～ 31

アイａＰＦ２２ 外部プロ課題
凍土融解深の異なる永久凍土林における地下部炭素動態の定量評
価と制御要因の解明

野口享太郎、森下智陽 科研費 28 ～ 32

アイａＰＦ３１ 外部プロ課題
湿地土壌からの樹木を介したメタン放出：中高緯度３地域での変動要
因と放出機構の解明

森下智陽 科研費 29 ～ 31

アイａＰＦ３３ 外部プロ課題
マングローブ林における群落レベルでの海面上昇影響の実態解明と
近未来予測

小野賢二 科研費 29 ～ 32

アイａＰＦ３４ 外部プロ課題
コーラル・トライアングルにおけるブルー・カーボン生態系とその多面
的サービスの包括的評価と保全戦略

小野賢二 政府等外受託 29 ～ 34

アイａＰＦ３８ 外部プロ課題 樹木細根のフェノロジー：枯死プロセスの解明とその定量評価 野口享太郎 科研費 30 ～ 33

アイａＰＳ２ 交プロ課題
気候変動下での天然林における炭素収支の空間評価・将来予測手
法の開発

小谷英司、小野賢二、野
口宏典、森下智陽

交付金プロ 30 ～ 32

アイｂ 基幹課題 生態系機能を活用した気候変動適応及び緩和技術の開発 28 ～ 32

アイｂ１ 実施課題
熱帯林の生態系機能を活用した気候変動適応および緩和技術の開
発

交付金 28 ～ 32

アイｂＰＦ３ 外部プロ課題 緩和策と適応策に資する森林生態系機能とサービスの評価 中村克典 政府等外受託 27 ～ 31

アイｂＰＦ１１ 外部プロ課題
森林と農地間の土地利用変化に伴う土壌炭素変動量評価とＧＨＧイ
ンベントリーへの適用研究

森下智陽 政府等外受託 28 ～ 30

アイｂＰＦ１２ 外部プロ課題
アマゾン熱帯林における低インパクト型択伐施業の可能性：樹種の成
長特性に基づく検証

梶本卓也 科研費 28 ～ 30

アウ 戦略課題 生物多様性の保全等に配慮した森林管理技術の開発 28 ～ 32

課題番号・区分 研究期間
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課　　　題　　　名 責任者／担当者 予算区分課題番号・区分 研究期間

アウａ 基幹課題
生物多様性保全等の森林の多面的機能の評価および管理技術の
開発 28 ～ 32

アウａ１ 実施課題 生態系サービスの定量的評価技術の開発 磯野昌弘、直江将司 交付金 28 ～ 32

アウａＰＦ２８ 外部プロ課題
一斉更新過程における陣取りの役割ータケササ類のクローン特性の
進化と適応的意義ー

齋藤智之 科研費 27 ～ 30

アウａＰＦ２９ 外部プロ課題
エコロジカル・ビッグデータの森林群集理論への利用可能性－種間
競争の生活史通算評価

野口麻穂子 科研費 27 ～ 31

アウａＰＦ３５ 外部プロ課題
タイ低地熱帯季節林の森林タイプの成立要因と降水量シフトによる森
林機能への影響評価

齋藤智之 科研費 28 ～ 32

アウａＰＦ４０ 外部プロ課題
日本の樹木の多様性は山岳地形により地史的に高く保たれてきたの
ではないか？

直江将司 科研費 29 ～ 32

アウａＰＦ４２ 外部プロ課題 「形質アプローチ」でせまる森林群集の植物-土壌フィードバック 直江将司 科研費 29 ～ 32

アウａＰＦ４３ 外部プロ課題
炭素・窒素資源を巡る植物－土壌微生物の共生関係から読み解く結
実豊凶現象

野口享太郎 科研費 29 ～ 32

アウａＰＦ４４ 外部プロ課題 植物は温暖化から逃れられるのか：標高方向の種子散布による評価 直江将司 科研費 29 ～ 32

アウａＰＦ５２ 外部プロ課題
世界自然遺産のための沖縄・奄美における森林生態系管理手法の
開発

八木橋勉、大西尚樹 政府等外受託 30 ～ 32

アウａＰＦ５３ 外部プロ課題
景観遺伝学的解析をもちいたツキノワグマの遺伝構造を形成する環
境要因の解明

大西尚樹 科研費 30 ～ 32

アウｂ 基幹課題 環境低負荷型の総合防除技術の高度化 28 ～ 32

アウｂ１ 実施課題 環境に配慮した樹木病害制御技術の高度化
升屋勇人、中村克典、前
原紀敏、相川拓也、小澤
壮太

交付金 28 ～ 32

アウｂ２ 実施課題 森林・林業害虫管理技術の高度化 磯野昌弘 交付金 28 ～ 32

アウｂ３ 実施課題 野生動物管理技術の高度化 工藤琢磨、大西尚樹 交付金 28 ～ 32

アウｂＰＦ３１ 外部プロ課題
寄生細菌"ボルバキア"によって引き起こされるビロウドカミキリの生殖
撹乱現象の解明

升屋勇人、中村克典、前
原紀敏、相川拓也

科研費 28 ～ 30

アウｂＰＦ３７ 外部プロ課題 野生鳥獣拡大に係る気候変動等の影響評価 高橋裕史、相川拓也 政府等受託 28 ～ 32

アウｂＰＦ３９ 外部プロ課題
生態学・遺伝学的手法を用いたツキノワグマの個体群構造と分散行
動の影響の解明

大西尚樹 科研費 28 ～ 30

アウｂＰＦ４０ 外部プロ課題
変動する気象要因はいかにしてマツ材線虫病の流行過程に影響する
のか

中村克典 科研費 29 ～ 31

アウｂＰＦ４１ 外部プロ課題
マツ枯れの病原線虫はどのように進化してマツノマダラカミキリと結び
付いたのか

前原紀敏 科研費 29 ～ 31

アウｂＰＦ５２ 外部プロ課題 日本における樹木疫病菌被害の発生リスク評価 升屋勇人 科研費 30 ～ 32

アウｂＰＦ６１ 外部プロ課題 樹木病原菌と養菌性キクイムシの遭遇から協働への源流を探る 升屋勇人 科研費 30 ～ 32

アウｂＰＳ２ 交プロ課題 高齢化したサクラの管理指針の策定 升屋勇人 交付金プロ 28 ～ 30

アウｂＰＳ３ 交プロ課題 ヒバ漏脂病の抵抗性検定法と施業的回避法の確立 升屋勇人、相川拓也 交付金プロ 28 ～ 30

イ 重点課題 国産材の安定供給に向けた持続的林業システムの開発 28 ～ 32

イア 戦略課題 持続的かつ効率的な森林施業及び林業生産技術の開発 28 ～ 32

イアａ 基幹課題 地域特性と多様な生産目標に対応した森林施業技術の開発 28 ～ 32

イアａ１ 実施課題 多様な森林の育成と修復・回復技術の開発 梶本卓也、太田敬之 交付金 28 ～ 32

イアａ２ 実施課題 地域特性に応じた天然林の更新管理技術の開発
太田敬之、八木橋勉、齋
藤智之、野口麻穂子

交付金 28 ～ 32

イアａＰＦ１３ 外部プロ課題 伐採前のササ抑制とヒノキの前生稚樹による確実な天然更新 齋藤智之 科研費 27 ～ 30

イアａＰＦ１５ 外部プロ課題
優良苗の安定供給と下刈り省力化による一貫作業システム体系の開
発

梶本卓也、八木橋勉、野
口麻穂子、天野智将

政府等外受託 28 ～ 30

イアａＰＦ２２ 外部プロ課題
カメムシ類による種子の吸汁は温暖な地域のヒノキの更新を制限して
いるか？

野口麻穂子、相川拓也 科研費 29 ～ 31

イアａＰＦ３１ 外部プロ課題 成長に優れた苗木を活用した施業モデルの開発 八木橋勉 政府等受託 30 ～ 34

イアａＰＳ２ 交プロ課題
広葉樹も多い中山間地で未利用資源をむだなく循環利用する方策の
提案

高橋裕史 交付金プロ 28 ～ 30
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課　　　題　　　名 責任者／担当者 予算区分課題番号・区分 研究期間

イアａＰＳ７ 交プロ課題
中部地方におけるスズタケ一斉開花・枯死の把握と温帯性針葉樹林
に及ぼす影響の緊急調査

齋藤智之 交付金プロ 29 ～ 30

イアｂ 基幹課題 効率的な森林管理技術及び先導的な林業生産システムの開発 28 ～ 32

イアｂ２ 実施課題 森林情報の計測評価技術と森林空間の持続的利用手法の高度化 小谷英司 交付金 28 ～ 32

イアｂＰＳ３ 交プロ課題 本州以南におけるカラマツの安定供給と持続的利用方策の提案 小谷英司、天野智将 交付金プロ 28 ～ 30

イアｂTF１ 事業・助成課題
地上型レーザースキャナーによる効率的な収穫調査と素材生産現場
への活用方法の提案

小谷英司、小谷英司
寄付・助成金・

共同研究 29 ～ 30

イイ 戦略課題 多様な森林資源の活用に対応した木材供給システムの開発 28 ～ 32

イイａ 基幹課題
持続的林業経営と合理的、効率的流通・加工体制の構築に向けた
社会的・政策的対策の提示 28 ～ 32

イイａ１ 実施課題 持続可能な林業経営と木材安定供給体制構築のための対策の提示 天野智将、大塚生美 交付金 28 ～ 32

イイａＰＳ３ 交プロ課題
資源と需要のマッチングによる北海道人工林資源の保続・有効利用
方策の提案

天野智将 交付金プロ 29 ～ 31

イイａＰＳ４ 交プロ課題 東北地方における広葉樹資源の価値向上に関する研究
小谷英司、太田敬之、大
塚生美

交付金プロ 30 ～ 31

イイｂ 基幹課題 地域特性に応じた木質エネルギー等の効率的利用システムの開発 28 ～ 32

イイｂ１ 実施課題 効率的な木質バイオマスエネルギー利用システムの提示
小谷英司、天野智将、大
塚生美、駒木貴彰

交付金 28 ～ 32

エ 重点課題
森林生物の利用技術の高度化と林木育種による多様な品種開発及
び育種基盤技術の強化 28 ～ 32

エア 戦略課題 生物機能の解明による森林資源の新たな有効活用技術の高度化 28 ～ 32

エアａ 基幹課題 樹木の生物機能の解明とその機能性の新たな有効活用 28 ～ 32

エアａ１ 実施課題
ゲノム情報を利用した適応等に関係する遺伝子の特定及びその多様
性解明 と有効活用

交付金 28 ～ 32

エアａ２ 実施課題
樹木のストレス耐性等に関する分子基盤の解明とその機能を利用し
た環境保全技術の開発

交付金 28 ～ 32

エアａＰＦ１０ 外部プロ課題 歴史的な輸出漆器の科学分析評価と漆器産地の解明に関する研究 田端雅進 科研費 27 ～ 30

エアａＰＦ２０ 外部プロ課題 日本の漆文化を継承する国産漆の増産、改質・利用技術の開発
田端雅進、升屋勇人、小
野賢二、相川拓也

政府等外受託 28 ～ 30

エアｂ 基幹課題 きのこ及び微生物が有する生物機能の解明と新たな有効活用 28 ～ 32

エアｂ１ 実施課題 きのこ及び微生物が有する生物機能の解明と新たな有効活用 交付金 28 ～ 32

エアｂＰＦ１ 外部プロ課題 高級菌根性きのこ栽培技術の開発 野口享太郎 政府等受託 27 ～ 31

基盤事業

キ１０２ 基盤事業課題 森林気象モニタリング 野口宏典 交付金 28 ～ 32

キ１０４ 基盤事業課題 収穫試験地における森林成長データの収集 小谷英司 交付金 28 ～ 32

キ１０５ 基盤事業課題 森林水文モニタリング 阿部俊夫 交付金 28 ～ 32

キ１０８ 基盤事業課題 森林における降雨・渓流水質モニタリング 野口享太郎 交付金 28 ～ 32

キ１０９ 基盤事業課題
気候変動下における広葉樹林、温帯性針葉樹林および森林被害跡
地の生態情報の収集と公開

野口麻穂子、八木橋勉、
齋藤智之、太田敬之、直
江将司

交付金 28 ～ 32

キＴＳ１ 基盤事業課題 森林生態系の長期モニタリング
野口麻穂子、八木橋勉、
齋藤智之、太田敬之、直
江将司

政府外受託 21 ～ 30

キＴＳ１ 基盤事業課題 森林生態系の長期モニタリング（炭素循環変動）
野口麻穂子、八木橋勉、
齋藤智之、太田敬之、直
江将司

政府外受託 21 ～ 30
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１－２）平成３０年度研究概要 

 
 
１－２）－（１）チーム長（昆虫多様性保全担当） 

                                          磯野昌弘 

 

「ハルニレの若葉を褐変させたハムグリハバチの生態と形態」 

 

 岩手県盛岡市で 2017年６月にハルニレの若葉が褐変化する被害が発生した。被害は潜葉性幼虫による

ものであったが、このような被害はこれまで知られていなかった。幼虫は約 10cm2に及ぶ大きな斑状の

潜葉痕を形成し、表皮下の組織を少量食べ残すことから、この部分が火膨れ様に褐変し、緑化樹として

の美観を著しく損ねる被害となっていた。幼虫を飼育し野外で潜土・越冬させ、2018年 5月に羽化した

成虫形態から、加害種は Anafenusa shinoharai Smith（ハチ目ハバチ科ハムグリハバチ亜科）であるこ

とがわかった。本種は年１化で、ハルニレ若葉の展葉盛期に新成虫が羽化し、その後約４週間かけて産

卵と幼虫の発育を終えた。成熟幼虫は葉上から落下し土中に潜り、土を固めてまゆを作り、その中で越

冬した。成虫は、前翅の融合肛脈 2A+3Aが短い直線状であることや、触角先端節が第３節に次いで長い

こと、産卵鋸は張り出しが弱く横長の歯列をもつこと等により特徴づけられた。成熟幼虫は、大顎に牙

状の歯をもたず、背面と腹面のそれぞれに、弧状あるいは帯状に張り出す１歯のみを有すること、胸脚

は２節で爪を欠くことや、左右非対称の上唇をもつこと等により特徴づけられた。幼虫形態を明らかに

したことで、約一年間にわたる幼虫の飼育を行うことなく、加害種の同定が可能になった。 

 

 

１－２）－（２）チーム長（地域資源利用担当） 
                                          小谷英司 
 

「地上型レーザスキャナーによる効率的な収穫調査と素材生産現場への活用方法の提案」 
 
地上レーザスキャナーによる森林計測の測定精度と測定可能な範囲を明らかにするために、地上レー

ザスキャナー(アドイン研究所、OWL)と手計測の結果を比較分析した。東北支所構内で 1350, 1600, 
2050(本/ha)と本数密度の異なる 37 年生のスギ林 3 プロット、および男鹿山の 110 年生高齢林で 2 プロ

ットを調査地として設定した。調査プロットで、直径、樹高、材積について、手での計測と地上レーザ

スキャナーでの計測を実施し、単木単位で比較した。37 年生スギ林では、地上レーザ計測について、本

数密度の違いが単木の直径、樹高、材積の精度に与えた影響は小さく、概ね精度良く測定できた。一方

で、男鹿山 110 年生スギ林では、地上レーザスキャナー計測で、直径は精度良く計測できたが、樹高は

低く、単木材積も樹高の影響から低くなった。この原因は、レーザの計測距離が 30m までのために、

樹高が高すぎてレーザが梢端に届かないためであった。 
 

 

１－２）－（３）チーム長（森林微生物管理担当）  

升屋勇人 

 

「東北における樹木疫病菌の被害発生リスク」 

 

植物疫病菌(Phytophthora)は、作物や樹木の重要病害として経済的に非常に重要な植物病原菌である。種類に

よっては、作物の育成のみならず森林生態系に大きな影響を及ぼす種類も報告されている。P. cinnamomiは5000

種以上の植物を枯死させる多犯性の植物疫病菌であり、P. ramorumはオーク突然死の原因菌として北米やヨーロ

ッパのナラ類を枯死させる重要病害で、イギリスで日本カラマツの集団枯死を引き起こす系統が見つかってい

る。南米では、マツの大量枯死を引き起こす P. pinifoliaによる景観レベルで被害が深刻化している。その他、
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様々な樹木疫病菌が世界各国の様々な森林で大きな被害を引き起こしつつあるが、日本においては農業分野での

疫病菌の報告が多く、我が国の樹木疫病菌の多様性および森林へのリスク評価は全く行われていない。しかし近

年、千葉県の「ローソンヒノキの苗畑」で集団枯損が発生し、本病害の全国的な被害拡大が危惧されている。ま

た林業の低コスト化を目指す再造林の動きの中、本病害は苗育成や植林後の森林を脅かす存在になり得

るため、早急に実態の解明が必要である。そこで本研究では東北地方において樹木疫病の被害実態を調

査した。東北地方のクリ衰退林において P. cambivoraが検出された。本病原菌をブナ樹皮に接種したところ、

２か月で 30cm 以上の壊死斑が樹皮下に形成された。また渓流周辺で集団的に枯死したミズナラ実生からも検出

されたことから、ミズナラ実生の枯死において中心的な役割を果たしている可能性が考えられた。一方、ウルシ

の衰退傾向が著しい地域において調査を行った結果、土壌から植物疫病菌の 1種 P. cinnamomiが岩手県を除く

衰退林のほとんど全てで検出された。また、本菌を用いた土壌混和による接種試験において、衰退・枯死が見ら

れた。以上のことから、P. cinnamomiは日本のウルシ植栽地において阻害因子の一つとなり得ると考えられた。 

 

 

１－２）－（４）チーム長（マツ材線虫病担当） 

相川拓也 

 

「ビロウドカミキリに感染した寄生細菌が宿主にもたらす生殖異常現象」 

 

昆虫類の生殖機能を著しく撹乱することで知られる細胞内寄生細菌の一種“ボルバキア”が、ビロウドカミキ

リにどのような生殖異常を引き起こしているのかを明らかにすることが本研究の目的である。H30年度は、ボル

バキアに感染しているビロウドカミキリ個体群（感染系統）と、感染していないビロウドカミキリ個体群（非感

染系統）を用いて、系統内および系統間で交配実験を行い、卵の孵化率を 4タイプの交配の組み合わせ間（組合

せ①：感染系統♂×感染系統♀、組合せ②：非感染系統♂×非感染系統♀、組合せ③：非感染系統♂×感染系統

♀、組合せ④：感染系統♂×非感染系統♀）で比較した。その結果、組合せ①、②、③の 3タイプでは卵の孵化

率が60％前後だったのに対し、組合せ④の孵化率は 0％であった。この結果から、ビロウドカミキリに感染して

いるボルバキアは、宿主であるビロウドカミキリに対し、不妊化現象である、いわゆる「細胞質不和合」を引き

起こすことが明らかとなった。カミキリムシ類において、ボルバキアによる不妊化現象が示された例は本研究が

初めてであり、今後、このボルバキアを害虫であるカミキリムシに対し、防除資材として活用する研究の展開が

期待される。 

 

 

１－２）－（５）チーム長（根系動態研究担当） 
野口享太郎 

 
「樹木根系の分布特性の多様性を考慮した防災林配置技術の開発」 

 
 樹木の根系は山地斜面の安定に寄与すると考えられるが、樹木根の成長様式については不明な点が多

い。そこで本研究では、東北支所構内のスギ林分において、鉛直方向に伸長した長さ 100 cm の粗大根

を採取し、年輪解析により成長速度を推定した。その結果、得られた年輪数は、根元（0cm）から長さ

20 cm までで 28、30～60cm で 27、70～80cm で 26、90cm で 25、100cm で 20 であった。これらの

結果は、この粗大根の 1 年間の伸長速度が大きい時で 40cm 程度になることや、土壌の深い層（80cm
以深）において伸長速度が著しく低下したことを示唆している。また、粗大根の採取地点付近において

SH 型貫入試験器による土壌貫入試験を行った結果、深さ 100cm 付近で S 値が 1 以下になる地点が多か

った。根の伸長は深さ 80cm 程度で低下していたことから、この深さでは土壌の硬さ以外にも、根の成

長速度を低下させる要因があったと考えられる。 
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１－２）－（６）チーム長（動物生態遺伝担当） 

大西尚樹 

 

「景観遺伝学を用いたツキノワグマの土地利用解析」 

 

野生動物個体群の遺伝的な違いは様々な種・地域で研究されてきており，遺伝的交流の程度や個体の

移出入の頻度などが推定されている。ツキノワグマは地理的に孤立した個体群のみならず、連続する個

体群においても遺伝的な違いが大きいことが先行研究により示されてきた。そこで、このような違いを

もたらす景観的な要素について検討した。 

地形（標高）の影響について解析した結果、クマが生息している標高自体に影響はなく、標高差が大

きかったり起伏の程度（デコボコ）が大きかったりした際に、遺伝的交流が妨げられていることがわか

った。次に、土地利用について解析した結果、住宅地と農地が遺伝的交流を妨げていることがわかった。

とくに農地は、森林にくらべてオスでは 5倍、メスでは 100倍もの強い抵抗（遺伝的交流を妨げる強さ）

となっていた。また、自然裸地や湿地などもメスにとっては抵抗が大きいことがわかった。 

近年，クマの人里への出没が全国で相次いでいる。その対策として、動物と人間の生息圏を分けて考

えるゾーニング管理が提唱されるようになってきた。そのひとつの手段として、人間の生息圏の境界付

近に動物にとっての抵抗となる景観的な要素を配置することも有効であると考えられる。 

 

１−２）−（７）森林生態研究グループ 
 

                   太田敬之（研究グループ長）、直江将司 
 

本研究グループでは森林の保全と利用の調和をめざして、様々な樹木の生態的特性や森林の成り立ち

について研究を行っている。本年度の主な研究成果として、青森県のブナ天然林試験地の動態、秋田県

の海岸林での広葉樹の根系の地中レーダによる調査、動物によるカスミザクラの種子散布を二つの山地

で比較した結果について報告する。 

 

「ブナ天然林施業地の林分動態」 

 

青森県十和田市の三本木ブナ総合試験地では約 20年前にブナ大径木の抜き伐りが行われたが、異な

る伐採強度（40%、12%、9%）の林分に 2000年に調査区を設定し、2006年から 12年ぶりの調査を行った。

2006 年の時点ではいずれの調査区でも抜き伐り後に進階した多くのブナ小径木が見られたが、2018年の

調査では被圧された小径木の大半が枯死していた。一方、小径木でも被圧されなかったものは旺盛な成

長を示し、40％抜き伐りを行った調査区では抜き伐り時の中径木、小径木の胸高断面積合計が保残木を

上回る結果となった。 

 

「海岸林に導入可能な広葉樹の選定」 

 

秋田県潟上市浜山試験地に植栽された約 40年生のクロマツ、カシワ、ケヤキ、イタヤカエデ、ミズナラ５樹

種各５本の根系について、400MHz, 900MHz, 1500MHzの異なるレーダ周波数を用いた地中探査を行った。根の反

射波形と推察される半円弧状波形が深さ 30cm程度まで数多く観察され、400MHzでは深さ1.5mまで1500MHzでは

深さ50cm程度まで半円弧波形が確認された。カシワ 3個体の根系を掘り取り後、水平根とレーダ探査で検出さ

れた根の位置を照合した結果、主要な水平根について両者はよく一致した。これらの結果から地表面深さ 50cm

程度までの主要な水平根系は、地中レーダ探査により十分に推定できることが示唆された。 
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「哺乳類による標高方向の種子散布の山地間比較」 

 

動物による標高方向の種子散布のパターンが、動物相や地形の異なる山地間で異なるか検証するため、

哺乳類相が貧弱で地形が緩やかな阿武隈高地と哺乳類相が豊かで地形が急峻な関東山地および足尾山地

において、カスミザクラの種子散布を比較した。各山地で哺乳類（ツキノワグマ、タヌキ、テン、ニホ

ンザル）の糞からカスミザクラ種子を採取し、種子の酸素安定同位体比を熱分解型元素分析計および同

位体比質量分析計によって測定することで、標高方向の種子散布距離を推定した。その結果、標高方向

の種子散布距離は山地間や哺乳類間で明瞭な違いは見られなかった。どの山地においても、種子は哺乳

類によって山頂方向に散布されていた。一方で、ツキノワグマとニホンザルが絶滅している阿武隈高地

では、関東山地および足尾山地に比べて種子散布量が激減していた。そのため、阿武隈高地では他の山

地に比べて、植物の温暖化に合わせた移動速度が遅いと考えられた。  
 

 

１−２）—（８）育林技術研究グループ 

 

八木橋勉（研究グループ長）、齋藤智之、野口麻穂子 

 

本研究グループは、施業や自然撹乱に対する樹木の反応を、樹木生理や生態の観点から明らかにし、

森林の育成に応用していくための研究を行っている。本年度の主な研究成果は、以下に示す通りである。  

 

「冷温帯林の地上部バイオマスと林分構造の変化」 

 

森林におけるバイオマスの長期変化は、生態系機能、特に気候変動に対する生態系の応答の観点から

注目されている。特に、東北地方は過去数十年において全国平均と比較して大きな気温変化を経験して

おり、この地域の冷温帯林では気候変動に伴う植生変化が予想されている。本研究では、冷温帯落葉広

葉樹林の老齢林に設定した長期試験地の観測データを用いて、地上部バイオマス(AGB)および林分構造・

種組成の変化を調べた。AGBは、試験地内で地形区分を問わず、22年間の観測期間中に増加していた。AGB

増加にはおもに中〜大径木の成長が寄与していた。また、樹種ごとの挙動では、ブナは地形区分を問わ

ずAGBの増加を示し、渓畔域ではサワグルミの寄与が大きかった。AGBの成長量には測定時期による変動

があり、そのパターンから、気象条件に反応したものである可能性が考えられた。 

 

「タケノコの放射性セシウム影響把握」 

 

宮城県の一部では、福島第一原発事故で放出された放射性物質による竹林の汚染が確認され、タケノ

コの出荷制限が続いている。事故後に新たに発生してくるタケノコから放射性Cs（以下Cs）が検出され

るということは、タケの植物体内に蓄積されたCsがその部位から、または根から吸収されて、タケノコ

に移行流入していると考えられる。そこで本研究では、宮城県内のモウソウチク林に試験地を設定し、

出筍前から稈に成長するまでの時期別にCs濃度を測定することで、タケノコへの移行過程を調べた。試

験は稈の間伐（3000本／ha）、リター除去、カリウム施肥を同時に処理した除染区と、無処理区を設定

して2014年3月に開始した。2017年の4月に出筍前のタケノコを、5月にタケノコを、6月に当年生稈（成

竹）を採取し、Cs濃度を測定した。その結果、出筍直前の4月のタケノコが最も高い濃度を示した。その

後5月発生のタケノコ、6月の当年生稈では徐々に濃度が低下した。この結果からタケノコは、前年秋か

ら始まる形成期にすでに相当な量のCsが移行していることが示唆された。除染の効果については、4月の

タケノコでのみ無処理区に比べ除染区で有意にCs濃度が低く、効果が認められた。本研究の内容は、第

130回日本森林学会大会において発表した。 
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「多様な手法による下刈り作業の省力化とコスト削減」 

 

下刈りは初期の育林費用の約 4割を占めている上、作業が酷暑の中での重労働となることが多く、コ

ストの削減と省力化が課題となっている。本研究では下刈りの省力化及び低コスト化を目指し、様々な

下刈り省略方法を、植栽木の成長低下が見られないかを考慮した上で検討した。 

下刈り削減方法として、直接回数を削減する方法を秋田県のスギ（2年目、3年目、5年目下刈り；以後

2・3・5 年目区）と岩手県のカラマツ(隔年下刈り区)で、ワラビをカバークロップとして用いた方法を

山形県のスギ（ワラビ区）で、除草剤を用いた方法を岩手県のスギとカラマツ（除草剤区）で、機械地

拵えによる方法を長野県（バケット地拵え区）と北海道（クラッシャ地拵え区）のカラマツで行い、そ

れぞれ省力化と低コスト化の程度について考察した。秋田県の 2・3・5年目区では、連年下刈りと比較

して成長低下は見られなかった。秋田では通常 6年程度下刈りを行うため、下刈り回数が半減となる。

コストでは、前年に下刈りを省略した 2年目と 5年目には、下刈り費用のかかり増しがあるが、全体で

は 4割以上費用を削減することができる。岩手県の隔年下刈り区では、連年下刈りと比較して明らかな

成長低下が見られたため、耐陰性の低いカラマツの場合には、隔年下刈りよりも、好条件下で成長速度

が速い特性を生かして、植栽後 3年目まで下刈りを集中するといった回数削減法の方が向いていると考

えられた。山形県のワラビ区では、スギの成長低下は見られず、ワラビで被覆することで通常 6年目ま

での下刈りのうち、2 回から 5 回省略可能と考えられた。コスト面では、ワラビを植栽する費用と施肥

の費用が上乗せされるものの、ワラビの売り上げを計上することで、5 年目から黒字化すると試算され

た。この方法はコストの削減にはならないものの、コストを上回る収入によって利益をあげることがで

きる。岩手県の除草剤区では、優占する植生によって差が大きいものの、クマイザサが優占する場所で

は、下刈りの削減効果は大きく、除草剤散布 2年後の時点で、下刈りが必要ない場所もあった。岩手県

では通常５年目まで下刈りを行うため、今後さらに数年の競合植生の回復経過をみる必要があるが、こ

のまま下刈りが不要か、最低限の 1回に削減できるのであれば、除草剤代や散布費用のかかり増しを考

慮しても、大幅な省力化と同時に 5割を超える下刈りコストの削減がはかれる場合もあると考えられた。

長野県のバケット地拵え区では、機械地拵えの効果で競合植生の繁茂が抑制されるため、通常 5年目ま

での下刈りのうち、1年目の下刈りは省略できた。カラマツと競合植生の成長から判断して、4年目と 5

年目の下刈りも削減できると考えられ、その場合には、下刈り費用が 6割程度削減できると試算された。

北海道のクラッシャ地拵え区では、破砕物をよけるために植栽費用がかかり増しになることがあるため、

再造林・保育経費全体で試算したところ、2 割から 4 割弱の削減が可能であると考えられた。今後は、

それぞれの方法の適用可能範囲を明らかにする必要がある。本研究の内容は、第 23回東北森林科学会大

会において発表した。 

 

 

１−２）—（９）森林環境研究グループ 

 

阿部俊夫（研究グループ長）、萩野裕章、野口宏典、小野賢二、森下智陽 

 
本研究グループは、森林流域の水源かん養機能や森林生態系の炭素動態などに関する研究を行っている。

さらに東日本大震災で被災した海岸林の再生についても植栽基盤の適性評価の視点から研究に取り組んでい

る。本年度の主な研究成果は以下に示す通りである。 
 

「開設年の異なる作業道から間伐後に流出する濁水量」 
 

施業による撹乱は水源地の山地から濁水が流出する一因であり、特に作業道の影響が大きい。間伐後に作

業道から流出する濁水量を明らかにするため、スギ林の間伐が行われた秋田県長坂試験地の再利用された作

業道において、平成 29年度より表面流出量とそれに含まれる粒径 0.1mm以下の微細土量を調査している。平

成 30 年度は、さらに間伐時に新たに開設された作業道の調査も開始した。 

令和元年版　森林総合研究所東北支所年報

8



開設された作業道の表面流出量は雨量の 95%相当であったが、再利用された作業道の表面流出量は雨

量の 6.1 倍と多く、山側斜面からの湧水の流入が原因と考えられる。表面流出量と降雨強度から重回帰

式で微細土流出量を推定したところ、再利用の作業道では間伐 1 年目で降雨量あたり 0.49 g m-2 mm-1、

間伐 2 年目は 0.35 g m-2 mm-1、開設された作業道では間伐 1 年目で降雨量あたり 0.20 g m-2 mm-1であ

った。再利用された作業道は草本植生が回復してきているが、表面流出量の多さが微細土流出量に影響

したと考えられる。ただし、北海道の裸地状態の作業道で観測された 0.91 g m-2 mm-1よりは少なく、

植生の回復や間伐材や枝条を敷設して侵食を防いだことが、濁水流出を軽減させたと考えられる。 
 

「防潮堤上で観測された風向風速の特徴」 
 

南海トラフ巨大地震の影響が懸念される地域の沿岸部には防潮堤が造成され、一部地域では法面上に海岸

林の植栽が行われている。海岸付近はもともと潮風の影響を受けやすく、そういった場所に防潮堤を造成した場

合の法面上は、さらに潮風の影響が強まる恐れがある。そこで防潮堤上の風の吹き方を明らかにするため、高さ

が標高 13mの防潮堤上の海側法面と陸側法面および防潮堤から 10m余り離れた平坦な場の 3 か所で風向風

速の観測を開始した。 
冬季から春季にかけた 4 か月余りの観測期間中の最多風向は、平坦部で西、海側法面で西北西、陸側法面

で北北西であり、海側法面と陸側法面の最多風向は概ね防潮堤の軸方向（＝防潮堤が連なる方向）と平行であ

った。また平坦部では最多風向である西風の出現頻度は約 60%であったのに対し、両法面上の最多風向出現

頻度は 80%前後に上昇した。法面上の風向きは収束する傾向があった。 
また法面上の風速は風向きによって大きさが異なり、風上側にあたる法面の風速が高くなること、平坦部で観

測される風向が防潮堤の軸に対して直交するとき、風上側法面と風下側法面の風速差が最大になり、軸と平行

な風向でその風速差は最小になった。観測地の防潮堤上における潮風対策を検討すると、最多風向が西で海

側法面が風上側にあたるため、海側法面の潮風対策が優先され、特に海側法面で最多風向である（＝防潮堤

の軸に平行な）西北西の風、および高い風速を観測しやすい（＝防潮堤の軸に直交する）南寄りの風に対する

対策が必要であると考えられる。 
 

「生育基盤盛土に植栽したクロマツの根系成長に対する耕起の効果」 
 

東日本大震災後、根系の成長範囲を確保することを目的として盛土による嵩上げを伴った海岸林造成の事

例が多くなった。盛土は従来の海岸林が植栽されていた海岸砂丘地の土壌よりも硬くなりやすく、その硬さが根

系の成長を妨げる可能性が指摘されているが、土壌の硬さと根系成長の関係についての知見は少ない。そこで、

海岸林再生事業初期の盛土に1.5m程度の深さまで耕起した深耕区と耕起を行わない対照区を設定してクロマ

ツ苗を植栽し、1～2 成長期の根系及び地上部の成長を調査して、耕起の有無による土壌の硬さの違いとの関

係を検討した。 
対照区は地表面から深さ 30cm 程度までの S 値（SH 型貫入試験機の 3kg 錘 1 打撃あたりの貫入量

（cm/drop）、小さいほど堅いことを表す）が 0.5 程度で硬く、ここのクロマツの根系は 2 成長期後も植穴の中に止

まっていた。深耕区の耕起した深さ範囲の S 値は概ね 2.0 よりも大きく、根は 1 成長期後には 80cm程度の深さ

に達し、2成長期後には 110cm程度の深さに達した。根元の直径は、深耕区と対照区ともに、1成長期後、2成

長期後と大きくなっていったが、対照区に比べて深耕区の方がより大きくなった。耕起の有無の影響は、地上部

と根系の両方で現れたが、根系に対する影響の方が大きかった。 
 
 

「ブルー・カーボン生態系の主要な構成要素であるフィリピンパナイ島マングローブ林の 
細根生産量の定量評価」 
 

フィリピン、インドネシア、マレーシア、パプアニューギニア、ソロモン諸島を含む約 600 万 km2の陸海域をコ

ーラル・トライアングルと呼ぶ。これらの地域は、多様な生態系によって構成されており、陸域～海洋生態系にわ

たって生成・貯留および放出されるブルー・カーボン（海域～潮間帯に生息する生物によって吸収・固定される
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炭素）の動態解明が必要であるが、陸域と水圏の生態系ではその動態プロセスが異なることから、その包括的理

解は十分でない。 
当課題では、ブルー・カーボン生態系の主要な構成要素であるマングローブ林の炭素蓄積機能評価のため、

フィリピン大学およびアクラン州立大学の研究者とともに 2018 年パナイ島キイ－エコパーク内に設定した調査地

において、細根生産量定量調査のためのイングロースコアチューブのサンプリングを実施した。採取したイング

ロースコアチューブの処理・試料調製をアクラン州立大学の研究室にて実施し、2018 年 2 月～9 月の約半年間

のマングローブ細根生産量データを得た。その結果、キイ－エコパーク内のヒルギダマシ（Avicennia）属マングロ

ーブ林における（年間）細根生産量は海側部で 4.9～9.3Mg ha-1 year-1、陸側部で 3.6～7.7 Mg ha-1 year-1

であった。これは、既往報告におけるタイ国トラート河口部エスチュアリ上のヒルギダマシ林の細根生産量と同等

か、やや高い値を示した。このことから、フィリピンパナイ島のマングローブ林は高い炭素蓄積機能を発揮しうるこ

とがデータから示された。 
 

「ブナの幹からのメタン放出量の推定とそのメカニズムの解明」 
 

一般に、森林生態系は、温室効果ガスであるメタンの吸収源であることが知られている。これは、メ

タンを栄養源とするメタン酸化細菌が土壌中で活動しており、大気中のメタンが、土壌へ吸収されてい

るためである。一方で、近年、木の幹からメタンが放出していることが報告され、その放出量の寄与は、

森林生態系全体におけるメタン動態において、決して無視できるものではないことが明らかになってき

た。しかし、樹幹から放出するメタンに関する研究は極めて限定的であり、樹種や立地環境による違い

など、放出のメカニズムは解明されていない。そこで、これまで研究事例がなく、東北地方にも広く分

布するブナを対象に、樹幹から放出するメタンについて、その放出量の評価とメカニズムを解明するこ

とを目的として研究をおこなった。 
岩手県八幡平市安比高原にある冷温帯性ブナ林（約 85 年生）において、林内に見られる沼際に生育するブ

ナ、通常の立地環境に生育するブナを選び、木の幹からのメタン放出量の季節変化を観測した。通常の立地環

境に生育するブナからのメタン放出は見られず、沼際のブナからはメタンが放出しており、夏から秋にかけて大

きくなる季節変化を示した。通常の立地環境では、土壌はメタンを吸収している一方で、沼際からはメタンが常に

放出していたことから、木の幹からのメタンの発生源は、地下部と考えられ、土壌中の嫌気的な環境で生成した

メタンが、樹体を通過して、幹から放出していることが示唆された。ブナの幹からのメタン放出量は、これまで報

告されている湿性環境を好むハンノキやヤチダモに比べると小さいことも明らかになった。 
 

 

１−２）−（１０）生物多様性研究グループ 
       高橋裕史（研究グループ長）、工藤琢磨 

 
本研究グループでは、森林に生息する野生動物（主に哺乳類と鳥類）に関する研究を行っている。30

年度に実施した研究の主な内容は以下の通りであるが、長期継続的な研究については前年度以前の結果

も含んでいる。 
 

「高感度なニホンジカ生息指標の開発」 
 

ニホンジカ（以下、シカ）の分布拡大前線においてその生息を速やかに検出するためには、カメラト

ラップや糞塊調査など従来のモニタリング方法では時間がかかりすぎることがわかってきている。この

ような生息密度レベルにあっても、植物に残された食痕は容易に発見される。シカとカモシカ、それぞ

れによる食痕は、これまで見た目では区別ができなかったが、「ニホンジカ・カモシカ識別キット」（以

下、識別キット）を用いることで簡易に識別できるようになった。しかし識別キット検査薬の陽性反応

が得られない場合もあり、その一因として食痕形成後の時間経過にともなう DNA の流失や損傷などが

考えられた。そこで、分析可能な食痕形成後の経過時間を明らかにするため、識別キット検査薬の陽性

反応率の経時変化を実験的に測定した。 
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調査は、両種の生息が確認されている岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センタ

ー滝沢演習林において実施した。獣道沿いで食痕の残るミツバウツギの株に向けて SIM カード付カメラ

を設置し、シカの出没を検知・撮影すると、予め指定したメールアドレスに静止画を送付するように設

定した。また出没個体による採食の有無と位置を判断するため、同じ株に向けて別のカメラで動画を撮

影した。なお出没の監視を始める時点で残存していた食痕は除去しておいた。静止画を受信したら速や

かに現地に出向き、動画を閲覧して、採食行動が認められ、かつ画像の該当する位置に実際に新しい食

痕が認められた場合に、それは出没個体により形成された食痕であると判断し、食痕形成日時を特定し

た。形成日時を特定した食痕は、形成後１日以内、または標識を施して 10、19、30、40 日目に、各回

10 個以上の食痕を採取し、識別キットを用いて食痕を個別に検査した。 
 シカによるミツバウツギ上の食痕は、葉柄と当年生枝にみられた。食痕形成後の経過時間別の識別キ

ット検査薬陽性反応率は、１日以内 100%（n=10）、10 日目 90%（n=10）、20 日目 90%（n=10）、30
日目 60%（n=10）、40 日目 47%（n=34）となった。このように形成後の経過時間とともに陽性反応率

は減少したが、形成後 20 日以内であれば 90%以上とかなり高い確率で陽性反応が得られることがわか

った。今後は、形成後 20 日程度以内の食痕であることを判断する目安が求められる。 
 

「侵略的外来種による猛禽類群集の崩壊過程」 
 

侵略的外来種マツノザイセンチュウはアカマツを枯死させるだけでなく、そこで営巣する猛禽類群集を

減少させる。松枯れ被害地における猛禽類群集の崩壊・衰退過程を明らかにするために、被害地と未被

害地のそれぞれに面積 100 平方キロの調査地を設定した。両方の調査地で、猛禽類の巣を探索し、営巣

数を数えるとともに、営巣木と営巣林の状態を調べ、それらを比較した。2016 年から 2018 年までの被

害地と未被害地の営巣数を比較したところ、2016 年は差がなく、2017、2018 年はともに有意差があり、

被害地でより少なかった。被害地で利用された営巣木の枯死率は、2016 年から 2018年までの間に、65%、

52%、26%と減少し、対照的に生木率が増加した。一方で、未被害地での営巣木の枯死率は、期間を通

して 0%であった。被害地の営巣林の枯死率は、期間を通して差がなく、未被害地よりも有意に高かっ

た。以上の結果から、被害地の罹患木の増加により、当初、生木だった営巣木が枯死木となり、それが

朽ちて営巣できなくなると、再び生木へ営巣を切り替える行動を繰り返し、営巣数は徐々に減少すると

推察される。実際、被害地の営巣林の枯死率が期間を通して差がなかったのは、猛禽類は枯死率が高く

なると、より低い営巣林の生木の営巣木に移動したことを示す。未被害地でこうした営巣木の移動が起

きないのは、営巣木が生木であるので、1～2 年の短期間のうちに枯死・劣化・倒伏しづらいためである。

本研究グループでは、森林に生息する野生動物（主に哺乳類と鳥類）に関する研究を行っている。29 年

度に実施した研究の主な内容は以下の通りであるが、長期継続的な研究については前年度以前の結果も

含んでいる。 
 

 

１−２）−（１１）生物被害研究グループ 

中村克典（研究グループ長）、前原紀敏､小澤壮太 
 
 当研究グループは、森林昆虫や微生物がもたらす生物被害の発生メカニズムの解明やその管理技術に

関する研究を担当している。中でも、東北地方で被害拡大が著しい松くい虫（マツ材線虫病）被害への

研究対応には重点を置いており、鑑定依頼や行政による防除事業への助言、評価等の活動にも積極的に

対応している。30 年度に実施した研究や活動の主な内容は以下の通りである。 
 

「被覆・粘着資材による環境低負荷な松くい虫被害木処理の普及に向けた取り組み」 
 

 松くい虫被害木の伐倒処理に際し、農薬を使わず被覆・粘着資材を施用することによりマツノマダラ

カミキリ成虫の発生を抑止する技術（逸出抑制法）が山口県農林総合技術センターにおいて開発された。

平成 27～29 年度に実施した農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業「薬剤使用の制約に対応する
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松くい虫対策技術の刷新」では、本手法の普及拡大に向けて寒冷・積雪地域での有効性を検証するとと

もに、製品化の可能性を模索してきたところである。その結果、平成 30 年 4 月に本手法に基づく「害

虫捕虫資材」が井筒屋化学産業から販売されることとなった。本製品は松くい虫被害のみならず、ナラ

枯れ被害木の処理にも有効である。製品の知名度向上、有効性のアピールのため、農林水産省で行われ

た「平成 30 年度農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業研究成果発表会」や日本緑化センター「松

枯れ防除実践講座」をはじめ、自治体での防除講習会や各種会議等の機会を通じて手法の紹介と説明を

行った。 
 

「マツノザイセンチュウとマツノマダラカミキリの関係の進化的成立過程」 
 

 近年、マツノザイセンチュウ（Bursaphelenchus xylophilus）の近縁種がマツノマダラカミキリ

（Monochamus alternatus）と同じヒゲナガカミキリ族のカミキリムシ類によって媒介される事例が

次々と発見されてきており、分子系統解析の結果、これらの線虫はその進化に伴い広葉樹から針葉樹へ

と寄主を変化させてきたと考えられている。ここでは、マツ材線虫病におけるマツノザイセンチュウと

マツノマダラカミキリの関係の進化的成立過程を解明するために、「マツノザイセンチュウ近縁種である

B. doui がビロウドカミキリ（Acalolepta fraudatrix）によって広葉樹から針葉樹へと運ばれてきた後に、

Monochamus 属のカミキリムシへと乗り換えた」という仮説を立てた。この仮説を検証するために、由

来の違う４系統の B. doui のマツノマダラカミキリへの乗り移りを調べたところ、針葉樹に関連する B. 
doui は広葉樹に関連する B. doui よりもマツノマダラカミキリに多数乗り移り、親和性が高まっていた。

これは、上記仮説を支持する結果であり、マツノザイセンチュウとマツノマダラカミキリの関係の進化

的成立過程の一端が明らかになった。 
 

「カラフトヒゲナガカミキリ生殖器官からの Bursaphelenchus 属線虫の分離」 
 

 カラフトヒゲナガカミキリはマツノマダラカミキリの近縁種であるが、マツノマダラカミキリがマツ

材線虫病の病原体マツノザイセンチュウ Bursaphelenchus xylophilus の主要な媒介者となっているの

に対し、カラフトヒゲナガカミキリは主に病原性をもたないニセマツノザイセンチュウ B. mucronatus
を媒介している。しかし、カラフトヒゲナガカミキリとニセマツノザイセンチュウの生息する地域にマ

ツノザイセンチュウが侵入しマツ材線虫病の被害が拡大した地域では、カラフトヒゲナガカミキリの保

持する線虫種が置換されることが知られている。長野県のマツ材線虫病被害拡大地域で捕獲されたカラ

フトヒゲナガカミキリの保持線虫調査に関連し、解剖により虫体内の線虫を探索したところ、生殖器官

から Bursaphelenchus 属線虫を検出できた。これらの線虫はカミキリムシの受精嚢や交尾嚢などとい

った生殖器官の奥部に多数入り込んでいた。生殖器官からの Bursaphelenchus 属線虫の検出について

はこれまでほとんど報告例がないが、生殖器官に入り込んだ線虫はカミキリムシの産卵、繁殖に影響を

及ぼす可能性があり、防除技術への応用も期待できる。 
 

 

１−２）—（１２）森林資源管理研究グループ 

天野智将（研究グループ長）、大塚生美 
 
本研究グループでは、持続的な林業生産及び森林資源の安定的な維持管理の実現を目的に経営及び経

済的な側面から研究している。平成 30 年度は 5 課題を担当した。主要な成果は以下の通りである。 
 

「木材利用の合理化に関する研究」 
 

 再造林経費を削減するため、近赤外線種子選別技術の実証試験を継続した。秋田県産種子（平成 27
年度産、発芽率 37.5％）を用い、2 成長期を経た苗木の取得率を得た。選別種子の得苗率は、未選別種

子の得苗率に比べ低かったが、選別種子を 2 粒播種すれば、計算上同等の得苗率が可能であると推計で
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きる。生存苗の平均苗長及び地際 1cm における軸径はどちらも選別種子の数値が良かった。越冬に関し

ては選別未選別による差異はなく、生育初期における損失が大きな要因であった。 
 北海道を事例に、人工林資源の活用を目指して林産工場の配置や規模、加工体制を検討した。国有林

の素材販売結果について、GIS 上で扱えるようデータを整理した。農林水産省の木材統計のデータを入

手し、原木入手先の分析を行った結果、近隣地区からの購入が多かった。対象工場へアンケートを行い

原木集荷圏の状況、設備投資の考え方等を把握し、主要工場へは聞き取りを行ってデータを補足した。

その結果、老朽化対応と省力化に対する設備投資が主体となっている。積極的なものでは、原木獲得競

争が厳しくなってきたため従来では使用していなかった樹種や曲がり材に対応するための設備投資や、

集成材加工への設備投資なども行われていた。 
 

「東北地方における広葉樹資源の価値向上に関する研究」 
 

今日、広葉樹の生産量が伸び悩む一方で、製材用材として高く取り引きされ、薪炭用原木やチップ用

原木の売り上げが、林業経営の下支えになっている大規模私有林の例もある。本研究は、広葉樹の総生

産量、製材用、チップ用生産が北海道に次いで第 2 位、木炭生産が全国第 1 位の岩手県を対象とし、広

葉樹資源の価値向上に資する基礎的条件を明らかにすることを目的としている。具体的には，県北部の

私有林に試験区を設定し，次の 3 つの小課題から目的にアプローチしている。1)広葉樹用材の資源量把

握，分布特性把握，2)広葉樹の需要動向に照らした広葉樹の主要樹種、林齢、立木サイズと直幹長の関

係分析，3)広葉樹の収入増加に資する基礎的条件解明になる。研究フィールドにおける広葉樹の利用は、

椎茸原木ホダ木、薪炭、チップ、製材の 4 種類である。ホダ木と薪炭用材は、コナラ・ミズナラに限ら

れる一方で、用材では多種の通直な上層木に値がつく。チップ用材は、全ての樹種の利用が可能である。

各用途には、適切なサイズの材が必要である。全体として、齢級の空間分布はばらけており、過去から

現在まで広葉樹の利用が継続的に行われていることが明らかになった。全国的によく言われる昭和 30
年代の燃料革命以降に広葉樹の利用が少なくなり、50 年生以上に林齢の中心があるといった状況とは全

く異なる。また，胸高直径 5cm 以上の立木の胸高直径と樹高の測定を行ない、直材の採れる長さを算出

した。その結果、直材 4m の採れる条件として胸高直径 20cm、樹高 15m 以上、林齢 50 年生が目安と

なることが示された。収支計算のための基礎資料の収集過程では、広葉樹の売買価格が僅かずつ年々上

昇し、かつ利用される樹種が多様になってきており、とりわけフローリング材の利用は樹種が限定され

ず 24cm 上の売れ行きが良いことは伐期齢の基礎的指標となり得た。フローリング材需要の樹種が多様

化していること、ある一定以上のサイズの樹種で通直採材が可能であること、中値の価格帯が平準化傾

向にあること、フローリング利用という採材の画一性は、B 材（製材用材を A 材とした場合）とされる

針葉樹合板や集成材に対応した「広葉樹並材生産」ともいえる価値（価格帯）を生み出す可能性が指摘

できる。今後は，「広葉樹並材生産」を仮定した場合の面的収入推計が課題である。 
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１－３）研究発表業績一覧（支所職員は太字）

 著者名 成果発表のタイトル等 誌名、巻号頁 発行年月

1 梶本卓也

シベリアの永久凍土を生き抜く樹木 「生物学者、地球を行く」
（日本生態学会北海道地区会
編), 文一総合出版, 47-55

2018.04

2

ARAKI Masatake(荒木眞岳)、GYOKUSEN
Koichiro(玉泉幸一郎・九大農)、
KAJIMIOTO Takuya(梶本卓也)

Temperature acclimation of respiration may
mitigate a response of canopy respiration to
climate warming，in a hinoki cypress stand(若齢
ヒノキ林における呼吸の温度順化は温暖化に対する葉
群呼吸の応答を緩和させる)

日本生態学会大会講演要旨
集、66:S18-6

2019.03

3

田中憲蔵、齊藤哲、梶本卓也、三浦覚 アカマツ，コナラ，スギの当年枝と葉の放射性セシウ
ム濃度の季節変化

関東森林学会大会講演要旨
集、8:26

2018.10

4

田中憲蔵、齊藤哲、梶本卓也、三浦覚 アカマツ，コナラ，スギの当年枝と葉の放射性セシウ
ム濃度の季節変化

関東森林研究、70(1) 2019.03

5

諏訪錬平(国際農林水産業研究セン
ター)、大谷達也、大橋伸太、梶本卓
也、Adriano Jose Noguiera Lima(国
立アマゾン研究所)、Niro Higuchi(国
立アマゾン研究所)

Growth pattern of Scleronema micranthum trees in
the Amazon on the basis of a long-term field
research in Brazil(長期現地調査に基づくブラジル
アマゾンにおける Scleronema micranthum樹木の成長
パターン)

日本熱帯生態学会年次大会要
旨集、28:A916

2018.06

6

IWAMOTO Kojiro(岩本宏二郎)、UGAWA
Shin(鵜川信・鹿児島大学農学部)、
ARAKI Masatake G.(荒木眞岳)、
KABEYA Daisuke(壁谷大介)、ISHIZUKA
Moriyoshi(石塚森吉・国際緑化推進セ
ンター)、KAJIMOTO Takuya(梶本卓也)

Changes of above- and below-ground biomass
forty-three years after a typhoon disturbance in
a subalpine wave regeneration forest on Mt.
Shimagare(台風攪乱から43年が経過した縞枯れ林にお
ける地上部及び地下部現存量の変化)

森林総合研究所研究報告、
17(2):117-131

2018.06

7

大橋伸太、Flavia Durgante(INPA)、
香川聡、大谷達也、諏訪錬平(国際農
研)、梶本卓也、Niro Higuchi(INPA)

酸素安定同位体比で見るアマゾン熱帯樹木の不連続輪
－それは年輪なのか？偽年輪なのか？－

樹木年輪研究会つくばプログ
ラム・要旨集(2018)、12

2018.12

8

OTANI Tatsuya(大谷達也)、Adriano
JN Lima(INPA)、SUWA Rempei(諏訪錬
平・JIRCAS)、 Marcio RM
Amaral(INPA)、OHASHI Shinta(大橋伸
太)、Alberto CM Pinto(Federal
University of Amazonas)、Joaquim
Dos Santos(INPA)、KAJIMOTO
Takuya(梶本卓也)、Niro
Higuchi(INPA)、ISHIZUKA
Moriyoshi(石塚森吉・国際緑化推進セ
ンター)

Recovery of above-ground tree biomass after
moderate selective logging in a central
Amazonian forest(中央アマゾンにおける穏やかな択
伐後の地上部バイオマスの回復)

iForest、11:352-359 2018.05

9
田端雅進、升屋勇人、安藤裕萌、市原
優、相川拓也

Diaporthe toxicodendriによるウルシ胴枯病(新称)の
発生

日本植物病理学会東北部会、
54:12

2018.09

10

田端雅進、小野賢二、平井敬三、小谷
二郎(石川県林試)、中村人史(山形県
森林研究研セ)

ウルシ植栽不適地における土壌の特徴 日本森林学会学術講演集、
130:S9-4

2019.03

11

小谷二郎(石川県林試)、田端雅進 ウルシ萌芽更新と立地条件の関係 日本漆アカデミー報告書
2018、29

2019.01

12

小谷二郎(石川県林試)、田端雅進 植物ホルモンによる漆液増産の可能性 日本森林学会学術講演集、
130:S9-6

2019.03

13
井城泰一、田端雅進、渡辺敦史(九州
大学大学院農学研究院)

ウルシにおけるさし木増殖技術の開発 日本森林学会大会学術講演
集、130:S9-1

2019.03

14
渡辺敦史(九州大)、山口莉未(九州
大)、泉湧一郎(九州大)、田村美帆(九
州大)、田端雅進

優良ウルシ選抜に向けたDNAマーカー開発の取り組み 日本森林学会学術講演集、
130:S9-1

2019.03

15

神崎菜摘、田中克(龍谷大)、伊藤昌明
(青森県)田中光二(青森県)、
Slippers，B.(プレトリア大)、田端雅
進

Some additional bionomic characters of Deladenus
nitobei.(Deladenus nitobei の生物学的形質の追加
記載)

Nematology、20(6):597-599 2018.05

16 大貫靖浩、安田幸生
ブナ林は本当に水源涵養機能が高いのか？－岩手県安
比高原における実証研究－

日本地理学会発表要旨集、
95:167

2019.03.

17

大貫靖浩、古堅公(元(財)沖縄県環境
科学センター)、生沢均(元沖縄県
庁)、後藤秀章、新垣拓也(沖縄県森林
資源研究センター)

沖縄本島最北部における皆伐後の土壌含水率・地温分
布と立地環境との関係

森林立地、60(2):45-54 2018.12.

18

大貫靖浩、古堅公(元(財)沖縄県環境
科学センター)、生沢均(元沖縄県
庁)、後藤秀章、新垣拓也(沖縄県森林
資源研究センター)、山下尚之

沖縄本島最北部における森林伐採後の土壌含水率・土
砂移動量の変動

季刊地理学、70(3):149 2018.10.
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19 山下尚之、大貫靖浩
機械学習を用いた日本の山地部の広域土層厚マッピン
グ

日本土壌肥料学会要旨集、
64:87

2018.09.

20
小林政広、篠宮佳樹、伊藤優子、大貫
靖浩

福島県の森林における雨水、土壌水、渓流水中の放射
性セシウム濃度の経年変化

日本土壌肥料学会講演要旨
集、64:P1-1-10

2018.08.

21
酒井佳美、稲垣昌宏、鳥山淳平、大貫
靖浩、石塚成宏、釣田竜也

Ⅱ-1 森林生態系研究 1.土壌分野
九州支所創立７0周年記念誌
この10年のあゆみ、16-22

2018.10.

22

KOBAYASHI Masahiro(小林政広)、ITOH
Yuko(伊藤優子)、HIRUTA
Toshihide(蛭田利秀・福島県)、OGAWA
Hideki(小川秀樹・福島県)、HASIMOTO
Masanobu(橋本正伸・福島県林業研究
センター)、SHINOMIYA Yoshiki(篠宮
佳樹)、IMAYA Akihiro(今矢明宏・国
際農林水産業研究センター)、OHNUKI
Yasuhiro(大貫靖浩)

Dynamics of radioactive and stable cesium in a
forest in Fukushima(福島県の森林における放射性お
よび安定セシウムの動態)

Proceedings of JpGU 2018、
AHW20-P07

2018.05.

23

飯田真一、清水貴範、玉井幸治、壁谷
直記、清水晃、伊藤江利子、大貫靖
浩、Sophal Chann(カンボジア森林野
生生物研究所)、Saing Satha(カンボ
ジア森林野生生物研究所)

カンボジア低地落葉林における乾季の展葉と蒸散
日本水文科学会学術大会発表
要旨集(2018)、33:80-81

2018.10.

24

IIDA Shin'ichi(飯田真一)、SHIMIZU
Takanori(清水貴範)、TAMAI Koji(玉
井幸治)、KABEYA Naoki(壁谷直記)、
SHIMIZU Akira(清水晃)、ITO
Eriko(伊藤江利子)、OHNUKI
Yasuhiro(大貫靖浩)、Sophal
Chann(カンボジア王国森林野生生物研
究所)、Delphis Levia(アメリカ合衆
国デラウェア大学)

The importance of understory vegetation to
evapotranspirational losses from a Cambodian
deciduous forest(カンボジア落葉林における蒸発散
量に対する下層植生の重要性)

American Geophysical Union
Fall Meeting 2018、H52E-08

2018.12.

25
太田敬之 秋田スギ天然林内の根株上で生育する広葉樹の特性 東北森林科学会大会講演要旨

集、23:33
2018.09.

26
太田敬之、齋藤智之、野口麻穂子、綱
本良啓(森林総研PD)、杉田久志(雪森
研究所)

林床植生の乏しい青森県のブナ天然林における林分構
造の18年間の推移

日本森林学会大会学術講演
集、130:256

2019.03.

27

谷川東子、平野恭弘(名古屋大)、新田
響平(秋田県林セ)、太田敬之、小野賢
二、大谷達也、萩野裕章、野口宏典

地中レーダを用いた海岸カシワの水平根系構造の推定 根研究集会、49:27 2018.10.

28
平野恭弘(名古屋大)、谷川東子、新田
響平(秋田県林セ)、太田敬之、小野賢
二、野口宏典

異なる周波数を用いた地中レーダによる海岸カシワ根
系の検出

根研究集会、49:27 2018.10.

29

NAOE Shoji(直江将司) Do mountain-climbing animals protect plants from
global warming by their vertical seed
dispersal?(登山家動物たちは垂直種子散布によって
植物を温暖化から守るか？)

The AsiaEvo Conference
Program Book、1:90

2018.04.

30 直江将司 Ⅱ鳥がタネを運ぶということ 野鳥、823:12-15 2018.04.

31

NAOE Shoji(直江将司) Can plants escape from global warming? Insights
from vertical seed dispersal by animals(植物は温
暖化から逃れられるか？動物による垂直種子散布の観
点から)

The Taiwan-Japan Ecology
Workshop、6:42

2018.11.

32
直江将司 鳥の種まき追跡！-3年間の大規模調査で探る、森の果

実の量と種のゆくえ
アカデミストジャーナル、
10071

2019.02.

33
直江将司 動物がタネをまいて森をうごかす－特に地球温暖化が

進むなかで果たす役割に注目して－
森林科学、85:34-37 2019.02.

34
直江将司 液果樹木の開花結実豊凶：30樹種1018個体の12年間の

観察から
日本森林学会大会学術講演
集、66:P2-169

2019.03.

35
直江将司、陀安一郎(総合地球環境学
研究所)

種子の酸素安定同位体比：植物種と場所による違いに
注目して

同位体環境学シンポジウム講
演要旨集、8:60

2018.12.

36

NAOE Shoji(直江将司)、MASAKI
Takashi(正木隆)、SAKAI Shoko(酒井
章子・京都大学)

Effects of temporal variation in community-level
fruit abundance on seed dispersal by birds
across woody species(群集レベルの果実量の時間的
変動が鳥類による種子散布に及ぼす影響)

American Journal of
Botany、105:1792-1801

2018.10.

37

直江将司、澤上航一郎(東京大学)、日
下部玄(北海道大学)、綱本良啓(森林
総研PD)、小山泰弘(長野県林総セ)、
小池伸介(東京農工大学)、永光輝義、
加藤珠理、陀安一郎(総合地球環境学
研究所)

種子の酸素安定同位体比：植物種と場所による違いに
注目して

日本生態学会大会講演要旨
集、66:P2-158

2019.03.

38

高橋一秋(長野大学)、直江将司、佐伯
幸祐(長野大学)、小出悠太朗(長野大
学)、甘利大河(長野大学)、綱本良啓
(森林総研PD)、陀安一郎(総合地球環
境学研究所)、原口岳(総合地球環境学
研究所)、高橋香織(信州大学)

ツキノワグマと鳥類によるガンコウランの垂直種子散
布：酸素安定同位体を用いた推定

日本生態学会大会講演要旨
集、66:P2-309

2019.03.

39
加藤珠理、永光輝義、菊地賢、小池伸
介(東京農工大学)、直江将司、正木隆

動物種による違いに基づいて評価したサクラ類の種子
散布

日本森林学会大会学術講演
集、130:P2-224

2019.03.
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40

八木橋勉、野口麻穂子、梶本卓也、長
岐昭彦(秋田県林業研究研修セン
ター)、原山尚徳、中村人史(山形県森
林研究研修センター)、外舘聖八朗
(ノースジャパン素材流通協同組合)、
大矢信次郎(長野県林業総合セン
ター)、対馬俊之(北海道立総合研究機
構森林研究本部林業試験場)、矢本智
之(青森県産業技術センター林業研究
所)

様々な方法による下刈り作業の省力化とコスト削減 東北森林科学会講演要旨集、
23:31

2018.09.

41
齋藤智之、八木橋勉、渡辺広大(宮城
県林業技術センター)

モウソウチク林の除染がタケノコの放射性セシウム濃
度に与える影響

東北森林科学会大会講演要旨
集、23:36

2018.08.

42
齋藤智之、八木橋勉、渡辺広大(宮城
県林業技術センター)

発生時期の異なるタケノコの放射性セシウム濃度・蓄
積量の変化

日本森林学会大会学術講演
集、130:P1-179

2019.03.

43 齋藤智之 林業施業における下層植生の管理 岩手の林業、723:6-7 2018.05.

44
丹羽峻也(京都大)、井鷺裕司(京都
大)、岡本透、齋藤智之

スズタケは120年の長期開花周期をどのように計測し
ているのか？

日本植物学会大会研究発表記
録、82:PF-018

2018.09.

45
清野達之(筑波大学)、長谷川元洋、壁
谷大介、齋藤智之

中部日本のミズナラ二次林における10年間の森林構造
の変化と動態

日本生態学会大会講演要旨
集、66:D03-03

2019.03.

46

富松裕(山形大)、谷口稜太郎(山形
大)、工藤恵梨(秋田県立大)、金子悠
一郎(山形大)、松尾歩(東北大)、齋藤
智之、陶山佳久(東北大)、蒔田明史
(秋田県立大)

チシマザサ個体群の長期動態：一斉枯死後の回復過程
とクローン成長の寄与

日本生態学会大会講演要旨
集、K02-02

2019.03.

47

九町健一(鹿児島大)、飛田博順、池邉
茉莉(鹿児島大)、柴田銃江、今矢明宏
(国際農林水産業研究センター)、壁谷
大介、齋藤智之、岡本透、小野賢二、
森貞和仁

Frankia communities at revegetating sites in Mt.
Ontake，Japan(御嶽山の植生回復地におけるフランキ
ア群集)

Antonie van Leeuwenhoek
International Journal of
General and Molecular
Microbiology、
https://doi.org/10.1007/s10
482-018-1151-4

2018.08.

48

野口麻穂子、八木橋勉、天野智将、齋
藤智之、梶本卓也

一貫作業で1年目の下刈りを省略する 第4期中長期計画成果22(持続
的林業-4)、低コスト再造林に
役立つ“下刈り省略手法”ア
ラカルト、24&#8722;25

2019.03.

49

NOGUCHI Mahoko(野口麻穂子)、
HOSHIZAKI Kazuhiko(星崎和彦・秋田
県立大学)、MATSUSHITA Michinari(松
下通也)、SUGIURA Daiki(杉浦大樹・
秋田県立大学)、YAGIHASHI
Tsutomu(八木橋勉)、SAITOH
Tomoyuki(齋藤智之)、ITABASHI
Tomohiro(板橋朋洋・秋田県立大学)、
OHTA Kazuhide(太田和秀・秋田県立大
学)、SHIBATA Mitsue(柴田銃江)、
HOSHINO Daisuke(星野大介)、MASAKI
Takashi(正木隆)、OSUMI
Katsuhiro(大住克博・鳥取大学)、
TAKAHASHI Kazunori(高橋和規)、
SUZUKI Wajirou(鈴木和次郎・元森林
総研)

Aboveground biomass and structure dynamics over
22 years in a temperate forest in northern
Japan(北日本の温帯林における地上部バイオマスと林
分構造の22年間の動態)

International Long Term
Ecological Research Network
(ILTER) & 12th
International Long-Term
Ecological Research -East
Asia and Pacific Regional
Network (ILTER-EAP) Joint
Conference(2018)、131

2018.10.

50

野口麻穂子、星崎和彦(秋田県立大
学)、松下通也、杉浦大樹(秋田県立大
学)、八木橋勉、齋藤智之、板橋朋洋
(秋田県立大学)、太田和秀(秋田県立
大学)、柴田銃江、星野大介、正木
隆、大住克博(鳥取大学)、高橋和規、
鈴木和次郎(元森林総研)

奥羽山系の冷温帯林における22年間の地上部バイオマ
スと林分構造の変化

日本森林学会大会学術講演
集、130:P2-168

2019.03.

51

野口麻穂子、八木橋勉 隔年下刈りでカラマツの成長は? 第4期中長期計画成果22(持続
的林業-4)、低コスト再造林に
役立つ“下刈り省略手法”ア
ラカルト、6-7

2019.03.

52 野口麻穂子 土砂崩れの跡地に子孫を残す樹木 フォレストウインズ、76 2019.02.

53

ITABASHI Tomohiro(板橋朋洋・秋田県
立大学)、NOGUCHI Mahoko(野口麻穂
子)、OHTA Kazuhide(太田和秀・秋田
県立大学)、SAITOH Tomoyuki(齋藤智
之)、YAGIHASHI Tsutomu(八木橋勉)、
MATSUSHITA Michinari(松下通也)、
HOSHIZAKI Kazuhiko(星崎和彦・秋田
県立大学)

Horizontal and vertical niche partitioning in a
temperate riparian juvenile community: effects
of stratification vs. microtopography(温帯の渓畔
林の稚樹群集における水平方向と垂直方向のニッチ分
割：階層化と微地形の効果)

International Long Term
Ecological Research Network
(ILTER) & 12th
International Long-Term
Ecological Research -East
Asia and Pacific Regional
Network (ILTER-EAP) Joint
Conference(2018)、107

2018.10.

54

板橋朋洋(秋田県立大学)、野口麻穂
子、松下通也、中川弥智子(名古屋大
学)、太田和秀(秋田県立大学)、齊藤
哲、星崎和彦(秋田県立大学)

コドラート調査は稚樹群集の構造をどの程度代表して
いるか？ 全数調査との比較

日本生態学会大会講演要旨
集、66:P1-027

2019.03.
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55

HOSHIZAKI Kazuhiko(星崎和彦・秋田
県立大学)、SATO Saori(佐藤砂織・秋
田県立大学)、ITABASHI Tomohiro(板
橋朋洋・秋田県立大学)、NOGUCHI
Mahoko(野口麻穂子)、MATSUSHITA
Michinari(松下通也)

Tools for efficient，repeated census based on
multiple tablet devices: advantages for data
inputting and quality(複数のタブレット端末を用い
た効率的な繰り返しセンサスのためのツール：データ
の入力と品質における利点)

International Long Term
Ecological Research Network
(ILTER) & 12th
International Long-Term
Ecological Research -East
Asia and Pacific Regional
Network (ILTER-EAP) Joint
Conference(2018)、150

2018.10.

56

HOSHIZAKI Kazuhiko(星崎和彦・秋田
県立大学)、SATO Saori(佐藤砂織・秋
田県立大学)、ITABASHI Tomohiro(板
橋朋洋・秋田県立大学)、NOGUCHI
Mahoko(野口麻穂子)、MATSUSHITA
Michinari(松下通也)

Efficient tools for repeated census based on
multiple tablet devices: benefits for data
inputting and quality in long-term data(複数のタ
ブレット端末を用いた繰り返しセンサスのための効果
的なツール：データの入力と長期データの品質におけ
る利点)

日本生態学会大会講演要旨
集、66:P2-034

2019.03.

57 野口享太郎 森林における樹木細根の役割と成長パターン 岩手の林業、729:6-7 2018.08.

58
野口享太郎 Analyses of fine root dynamics of trees using

the minirhizotron technique(ミニライゾトロン法に
よる樹木細根動態の解析)

日本生態学会大会講演要旨
集、66:S07-1

2019.03.

59
野口享太郎、壁谷大介、藤井一至、韓
慶民

ミニライゾトロン法による苗場山ブナ林における細根
動態の解析

日本森林学会大会学術講演
集、130:104

2019.03.

60

INAGAKI Yoshiyuki(稲垣善之)、
NOGUCHI Kyotaro(野口享太郎)、HIRAI
Keizo(平井敬三)

Evaluation of ecosystem services related with
nitrogen dynamics in Japanese cedar
plantations(スギ人工林における窒素循環に関わる生
態系サービスの評価)

NARO-MARCO International
Symposium on Nitrogen
Cycling and Its
Environmental Impacts in
East Asia、P86

2018.11.

61
藤田早紀(東京大学)、野口享太郎、丹
下健(東京大学)

湛水処理がクロマツと広葉樹3種の苗木の細根成長と
形態に与える影響

根の研究、27:112 2018.12.

62
藤田早紀(東京大学)、野口享太郎、丹
下健(東京大学)

クロマツと広葉樹4種の滞水に対する応答－細根成長
と形態に着目して－

日本森林学会大会学術講演
集、130:105

2019.03.

63

INAGAKI Yoshiyuki(稲垣善之)、SAKAI
Hisao(酒井寿夫)、NOGUCHI
Kyotaro(野口享太郎)、MORISHITA
Tomoaki(森下智陽)、FUJII
Kazumichi(藤井一至)

Proton budgets of a fir forest ecosystem in the
Shimanto River Basin，south Japan(南日本四万十川
流域のモミ林生態系におけるプロトン収支)

EAFES abstract book、8:154 2018.04.

64

INAGAKI Yoshiyuki(稲垣善之)、SAKAI
Hisao(酒井寿夫)、NOGUCHI
Kyotaro(野口享太郎)、MORISHITA
Tomoaki(森下智陽)、FUJII
Kazumichi(藤井一至)

Base cation cycling of a fir forest ecosystem in
the Shimanto River Basin，south Japan(南日本四万
十川流域のモミ林生態系における塩基性カチオンの循
環)

Asia Global Land Programme
Conference(2018)、P74

2018.09.

65
稲垣善之、酒井寿夫、野口享太郎、森
下智陽、藤井一至

四万十川流域モミ天然林生態系におけるプロトン収支 森林応用研究、28:1-10 2019.02.

66

KABEYA Daisuke(壁谷大介)、INAGAKI
Yoshiyuki(稲垣善之)、NOGUCHI
Kyotaro(野口享太郎)、HAN
Qingmin(韓慶民)

GROWTH RATE REDUCTION CAUSES A DECLINE IN THE
ANNUAL INCREMENTAL TRUNK GROWTH IN MASTING TREES
FAGUS CRENATA.、(豊作年におけるブナの年輪成長の
抑制は、成長速度の低下によって引き起こされる)

International Beech
Symposium、 11:P66

2018.09.

67

宮本和樹、五十嵐哲也、野口享太郎、
須崎智応(関東森林管理局森林・技術
支援センター)、仲田昭一(関東森林管
理局森林・技術支援センター)、中山
優子(関東森林管理局森林・技術支援
センター)、益子茂(関東森林管理局森
林・技術支援センター)、富樫善弥(関
東森林管理局森林・技術支援セン
ター)

近赤外分光法を用いた樹木細根の混合割合推定の試み 日本森林学会大会学術講演
集、130:106

2019.03.

68

平井敬三、小松雅史、長倉淳子、野口
享太郎、齋藤哲、大橋伸太、川崎達
郎、今村直広、矢崎健一、山田毅、池
田重人、金指努、荒木眞岳、梶本卓
也、竹中篤史、荒家武

土壌から樹体への放射性セシウムの移行吸収－ヒノキ
苗植栽後3年間の動態－

日本土壌肥料学会講演要旨
集、64:9

2018.08.

69

齋藤智寛(信大院総合理工)、壇浦正子
(京大地球環境学堂)、香川聡、野口享
太郎、松浦陽次郎、Roger RUESS(アラ
スカ大)、Jamie Hollingsworth(アラ
スカ大)、牧田直樹(信大理)、安江恒
(信大山岳研)

ブラックスプルースの樹帯内における光合成産物配分
の季節変動－木部と葉への利用－

日本木材学会大会研究発表要
旨集(CD-ROM)、69:A15-P-20

2019.03.

70
仲野翔太(森林総研PD)、古澤仁美、木
下晃彦、中村慎崇(森林総研PD)、野口
享太郎、山中高史

ホンセイヨウショウロを感染させたコナラ苗木 を植
栽した1年後の菌根の生残

日本森林学会大会学術講演
集、130:180

2019.03.

71
酒井寿夫、山田毅、鳥居厚志、篠宮佳
樹、稲垣善之、吉永秀一郎、野口享太
郎、森下智陽

四万十川上流の森林流域における2000～2015年の降水
と渓流水の水質モニタリング

森林総合研究所研究報告、
18(1):129-187

2019.03.

72 阿部俊夫 間伐後の森林からの濁水流出 みどりの東北、172:5 2018.07.

73 阿部俊夫 ブックス「森林科学シリーズ3巻 森林と災害」 森林科学、84:53-54 2018.10.

74 阿部俊夫、野口正二
開設された作業道と再利用された作業道からの間伐後
の濁水流出量

日本森林学会大会学術講演
集、130:278

2019.03.
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75
岡本隆、阿部俊夫、大丸裕武、岡田康
彦

平成28年台風第10号豪雨にともなって発生した北上山
地東部の土砂災害

日本地すべり学会研究発表講
演集、57:1-2

2018.08.

76
萩野裕章 静電容量の測定によるクロマツ根量の推定(Ⅱ) 日本海岸林学会石垣大会講演

要旨集(平成30年度)、24-
25(P02)

2018.11.

77
萩野裕章、猿田けい(静岡県森林・林
業研究センター)

浜松市の防潮堤周辺で観測した台風通過時の風の特徴 日本海岸林学会石垣大会講演
要旨集(平成30年度)、46-
47(P13)

2018.11.

78
鈴木覚、萩野裕章、勝島隆史、南光一
樹

森林・林業の気象害研究における実大ストームシミュ
レータの活用

日本風工学会年次研究発表会
(平成30年度)、5

2018.05.

79
新田響平(秋田県林業研究研修セン
ター)、和田覚(秋田県林業研究研修セ
ンター)、萩野裕章

広葉樹防風林の定量的機能評価に向けて 東北森林科学会大会講演要旨
集、23:5

2018.09.

80
猿田けい(静岡県森林・林業研究セン
ター)、刑部浩臣(静岡県浜松土木)、
萩野裕章

防潮堤斜面部における海岸防災林保護木柵間隔の検討 日本海岸林学会石垣大会講演
要旨集(平成30年度)、48-
49(P14)

2018.11.

81

NAKAHARA Yusuke(中原優佑・香川大
学)、ISHIZUKA Masahide(石塚正秀・
香川大学)、KUROSAKI Yasunori(黒崎
泰典・鳥取大学乾燥地研究セン
ター)、HAGINO Hiroaki(萩野裕章)、
Batdelger G.(モンゴル水文気象環境
情報研究所)、NANKO Kazuki(南光一
樹)、SUZUKI Satoru(鈴木覚)、
NAKAMURA Koichi(中村公一・鳥取大
学)

Experimental study on motion characteristics of
saltating grains under crusted soils related to
the dust emission in drylands(乾燥地での粉塵の射
出に関連するクラスト土壌上の粒子跳躍運動の特性に
関する実験研究)

Abstract to the 2018 joint
14th iCACGP Quadrennial
Symposium/15th IGAC Science
Conference，ID Number
4.023，2018.(3.034)

2018.09.

82

中原優祐(香川大学)、石塚正秀(香川
大学)、黒崎泰典(鳥取大学乾燥地研究
センター)、中村公一(鳥取大学)、
Gantsetseg Batdelger(モンゴル水文
気象環境情報研究所)、萩野裕章、南
光一樹、鈴木覚

PTV法を用いた風洞装置を用いた飛砂粒子の運動解析 土木学会年次学術講演会講演
概要集、73:325-326(II-163)

2018.08.

83
小野賢二、野口宏典、八木橋勉、安田
幸生、星野大介、橋本徹

冷温帯落葉広葉樹林における土壌呼吸の長期連続観測
による土壌呼吸規定要因の検討

日本土壌肥料学会講演要旨
集、64:13

2018.08.

84
小野賢二 特別講演 津波を受けた海岸林の再生に向けた取り組

みとその現状－盛土工により造成された海岸防災林生
育基盤の特徴－

根研究集会講演要旨集、49:11 2018.10.

85
小野賢二 ウルシの植栽適地 日本ウルシアカデミー報告書

(2018)、:55
2018.11.

86

小野賢二、今矢明宏(JIRCAS) Soils on newly-constructed coastal berms for
reforestation of coastal forests damaged by the
2011 mega-tsunami.(2011年大津波により被災した海
岸防災林の再生のために新たに造成された生育基盤盛
土堤体の土壌特性)

International Perspectives
in Geography (AJG library
9) Anthropogenic Soils in
Japan、87-104、
https://doi.org/10.1007/978
-981-13-1753-8_5

2019.01.

87

小野賢二、今矢明宏(JIRCAS)、小森谷
あかね(千葉県)

Infilling of swamplands behind coastal sand
dunes to mitigate coastal diasters.(沿岸の災害を
軽減する海岸砂丘地後背地における低湿地対策として
の盛土土壌の特性)

International Perspectives
in Geography (AJG library
9) Anthropogenic Soils in
Japan、87-104、
https://doi.org/10.1007/978
-981-13-1753-8_6

2019.01.

88
小野賢二、小松雅史、志知幸治、三浦
覚、赤間亮夫、金子真司、平井敬三

森林林床における137Csの存在形態とその経年変化に
関する検討

日本森林学会講演要旨集、
130:PR0583

2019.03.

89
福山文子(福島林研セ)、小野賢二 異なる盛土資材における5成長期後のクロマツについ

て
日本森林学会講演要旨集、
130:PR0572

2019.03.

90
新井隆介(岩手県林業技術センター)、
小野賢二、村上尚徳(岩手県北広域局

固結層形成抑制に配慮して造成した生育基盤の土壌特
性

日本森林学会講演要旨集、
130:PR0292

2019.03.

91

藤本潔(南山大)、小野賢二、渡辺信
(琉球大)、谷口真吾(琉球大)、古川恵
太(海洋政策研)、平田泰雅、羽佐田紘
大(法政大)、サイモンリパイ(Pohnpei
State Government)

海面上昇に起因すると思われる表層浸食が認められる
マングローブ群落の林分と立地環境：ミクロネシア連
邦ポンペイ島からの報告

日本地球惑星科学連合大会
(2018)、HCG28-P01

2018.05.

92

谷口真吾(琉球大)、藤本潔(南山大)、
小野賢二、渡辺信(琉球大)、サイモン
リパイ(Pohnpei State Government)

ミクロネシア連邦ポンペイ島Sonneratia alba林にお
ける地上部バイオマスの14年間の推移

日本地球惑星科学連合大会
(2018)、HCG28-P03

2018.05.

93

古川恵太(海洋政策研・横浜国大)、藤
本潔(南山大)、小野賢二、渡辺信(琉
球大)、谷口真吾(琉球大)、平田泰
雅、羽佐田紘大(法政大)、サイモンリ
パイ(Pohnpei State Government)

西表島由布島対岸における表層侵食・堆積測定の試み
－マングローブ林における群落レベルでの海面上昇影
響の実態把握(続報)－

日本マングローブ学会大会講
演要旨集、24:14

2018.12.
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94

和田百合名(南山大)、藤本潔(南山
大)、小野賢二、渡辺信(琉球大)、谷
口真吾(琉球大)、古川恵太(海洋政策
研)、平田泰雅、羽佐田紘大(法政
大)、サイモンリパイ(Pohnpei State
Government)

マングローブ林における群落レベルでの海面上昇影響
の実態把握－Rhizophora 属の立木密度と地盤高変動
の関係－

日本マングローブ学会大会講
演要旨集、24:15

2018.12.

95
篠宮佳樹、山田毅、平井敬三、小野賢
二、野口正二、久保田多余子、阿部俊
夫

森林小流域における降水および渓流水の水質モニタリ
ング－釜淵森林理水試験地における2000～2014年の結
果－

森林総合研究所研究報告、
17(3):273-303

2018.09.

96
野口宏典、小野賢二、萩野裕章 生育基盤盛土に植栽したクロマツの根系成長と土壌硬

度の関係
日本森林学会大会学術講演
集、130:S5-1

2019.03.

97
野口宏典、小野賢二 クロマツ根の成長と土壌の硬さの関係－土壌カラム実

験による検討－
日本海岸林学会石垣大会講演
要旨集(平成30年度)、26-27

2018.11.

98
野口宏典 人工造成土壌の硬さとクロマツの根系成長

根研究集会講演要旨集、49:11
2018.10.

99
鈴木覚、野口宏典、萩野裕章、南光一
樹

モウソウチクの耐風性の解明および耐風性が分布域拡
大へ関与する可能性の検討

日本生態学会大会講演要旨
集、66:P2-145

2019.03.

100
星野大介、野口宏典、中北理 栃内浜海岸林の津波減勢効果の評価 日本海岸林学会石垣大会

講演要旨集(平成30年度)、
38-39

2018.11.

101

NANKO Kazuki(南光一樹)、SUZUKI
Satoru(鈴木覚)、NOGUCHI
Hironori(野口宏典)、ISHIDA Yoji(石
田洋二・石川県農林総合研究セン
ター)、Delphis F. Levia(University
of Delaware)、OGURA Akira(小倉晃・
石川県)、HAGINO Hiroaki(萩野裕
章)、MATSUMOTO Hiroshi(松元浩・石
川県農林総合研究センター)、
TAKIMOTO Hiromi(滝本裕美・石川
県)、SAKAMOTO Tomoki(坂本知己)

Mechanical properties of Japanese black pine
(Pinus thunbergii Parl.) planted on coastal sand
dunes: resistance to uprooting and stem breakage
by tsunamis(海岸砂丘に植栽されたクロマツの力学特
性：津波に対する根返りと幹折れの抵抗)

Wood Science and
Technology、
DOI:10.1007/s00226-019-
01078-z

2019.02.

102

MORISHITA Tomoaki(森下智陽)、
NOGUCHI Kyotaro(野口享太郎)、
MATSUURA Yojiro(松浦陽次郎)、KIM
Yongwon(アラスカ大学)

Greenhouse gas fluxes from forest soil in an
upland black spruce stand in interior Alaska(ア
ラスカ内陸部クロトウヒ林土壌における温室効果ガス
フラックス)

World Congress of Soil
Science、ＷＧ01-445

2018.08.

103

大嶽聡子(信州大学)、森下智陽、松浦
陽次郎、野口享太郎、大澤晃(信州大
学)、城田徹央(信州大学)、猪野紫穗
(信州大学)、安江恒(信州大学)

永久凍土・非永久凍土地帯に生育するブラックスプ
ルースの根の肥大成長と側根発生深度の経時変化

日本木材学会大会講演要旨
集、69:A15P16

2019.03.

104

深山貴文、山野井克己、溝口康子、安
田幸生、森下智陽、野口宏典、岡野通
明、小南裕志、吉藤奈津子、高梨聡、
北村兼三、松本一穂(琉球大学)

全国のタワーサイトで採取された森の香り物質の季節
変動特性

日本森林学会大会学術講演
集、130:222

2019.03.

105

深山貴文、山野井克己、溝口康子、安
田幸生、森下智陽、野口宏典、岡野通
明、小南裕志、吉藤奈津子、高梨聡、
北村兼三、松本一穂(琉球大学)

植生が異なる森林のモノテルペン組成の特徴
日本農業気象学会全国大会講
演要旨集(2019)、116

2019.03.

106

深山貴文、山野井克己、溝口康子、安
田幸生、森下智陽、野口宏典、岡野通
明、小南裕志、吉藤奈津子、高梨聡、
北村兼三、松本一穂(琉球大学)

森林タワーサイト間の森の香り物質の比較
平成30年度陸域生態系モニタ
リング研究集会、16

2019.03.

107

石塚成宏、鶴田健二(森林総研PD)、橋
本昌司、相澤州平、篠宮佳樹、橋本
徹、伊藤江利子、梅村光俊、森下智
陽、野口享太郞、小野賢二、岡本透、
金子真司、鳥居厚志、酒井寿夫、鳥山
淳平、酒井佳美、稲垣昌宏、白戸康人
(農研機構)、片柳薫子(農研機構)、小
原洋(農研機構)、神山和則(農研機
構)、高田裕介(農研機構)、井上美那
(農研機構)、神田隆志(国際農研)、草
場敬(農研機構)

農地から森林への土地利用変化が土壌炭素量に与える
影響－続報－

日本森林学会講演要旨集、
130、148

2019.03.

108

鶴田健二(森林総研PD)、橋本昌司、片
柳薫子(農研機構)、石塚成宏、金子真
司、相澤州平、橋本徹、伊藤江利子、
梅村光俊、篠宮佳樹、森下智陽、小野
賢二、野口享太郎、岡本透、酒井寿
夫、鳥山淳平、酒井佳美、稲垣昌宏、
白戸康人(農研機構)、小原洋(農研機
構)、神山和則(農研機構)、高田裕介
(農研機構)、神田隆志(農研機構)、井
上美那(農研機構)、草場敬(農研機構)

森林と農地間の土地利用変化に伴う土壌炭素量の変化
予測

日本森林学会講演要旨集、
130、148

2019.03.

109 大西尚樹 野生動物の多様なる性質 自然保護、568:4-7 2019.02.
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110
大西尚樹 遺伝構造に基づいたツキノワグマの保護管理

ユニット
日本生態学会大会講演要旨
集、66:P2-464

2019.03.

111
今田日菜子(岩手県立大学)、大西
尚樹

岩手県におけるイノシシの分布拡大の変遷 東北野生動物管理研究交流会
講演要旨集、5:P-14

2018.12.

112
吉川愛莉(北海道大学)、大西尚樹、
鈴木仁(北海道大学)

落葉広葉樹に依拠する動物の氷期－間氷期サイクルに
よる影響の検討 日本動物学会大会、89:1P160

2018.09.

113

千田香奈(岩手県立大学)、大西尚樹、
高山楓(東京農工大学)、小池伸介(東
京農工大学)、山﨑晃司(東京農業大
学)、渋谷晃太郎(岩手県立大学)

ツキノワグマの DNA 解析による親子推定に基づく個
体数推定

東北野生動物管理研究交流会
講演要旨集、5:P-13

2018.12.

114
高山楓(東京農工大学)、大西尚樹、山
崎晃司(東京農業大学)、姉崎智子(群
馬県立自然史博物館)、長沼知子(東京
農工大学)、小池伸介(東京農工大学)

遺伝情報を用いた親子判定によるツキノワグマの分散
距離の推定

日本生態学会大会講演要旨
集、66:P1-091

2019.03.

115

須田杏子(北海道大学)、木下豪太(京
都大学)、福本真一郎(酪農学園大
学)、大西尚樹、山田文雄(森林総研非
常勤職員)、鈴木仁(北海道大学)

アマミノクロウサギ(Pentalagus furnessi)の奄美大
島と徳之島集団におけるミトコンドリアDNAおよび核
DNAに基づく分子系統解析と集団史の解明

日本動物学会大会、89:2P132 2018.09.

116
高橋裕史、相川拓也 北東北におけるニホンジカとその越冬地の把握 第23回東北森林科学会大会講

演要旨集: 42（講演番号 口頭
2）

2018.09

117
高橋裕史、相川拓也 ニホンジカ分布拡大前線において生息をいかに検出す

るか
日本哺乳類学会2018年度大会
講演要旨集: 101（講演番号
OD-12）

2018.09

118
高橋裕史、相川拓也 食痕から生息を探る：ニホンジカ・カモシカ識別キッ

ト陽性率変動要因の検討
第130回日本森林学会大会講演
要旨集: 101（講演番号 T1-
5）

2019.03

119
高橋裕史 ニホンジカによる森林被害を防ぐには 岩手の林業2019年2月号、通巻

735: 6-7
2019.02

120
高橋裕史、諏訪錬平、中尾勝洋、山下
直子、奥田史郎

伐採位置を高くすることでシカから食べにくくなる
か？

中山間地で広葉樹林を循環利
用するためのハンドブック:
34-35

2019.02

121

Takeshita Kazutaka（竹下和貴・国環
研）、 Ueno Mayumi（上野真由美・道
総研）、 Takahashi Hiroshi（高橋裕
史）、Ikeda Takashi（池田敬・岐阜
大）、Mitsuya Ryoko（三ツ矢綾子・
農工大）、Yoshida Tsuyoshi（吉田剛
司・酪農大）、 Igota Hiromasa（伊
吾田宏正・酪農大）、Yamamura Koji
（山村光司・農環研）、Yoshizawa
Ryo（吉澤遼・農工大）、Kaji Koichi
（梶光一・農工大）

Demographic analysis of the irruptive dynamics
of an introduced sika deer population
（ニホンジカ移入個体群における爆発的変動の人口学
的解析）

Ecosphere、9(9): e02398.
10.1002/ecs2.2398

2018.09

122

Ueno Mayumi（上野真由美・道総
研）、Iijima Hayato（飯島勇人）、
Takeshita Kazutaka（竹下和貴・国環
研）、Takahashi Hiroshi（高橋裕
史）、Yoshida Tsuyoshi（吉田剛司・
酪農大）、Uehara Hiroyo（上原裕
世・酪農大）、Igota Hiromasa（伊吾
田宏正・酪農大）、Matsuura Yukiko
（松浦友紀子）、Ikeda Takashi（池
田敬・岐阜大）、Azumaya Munemitsu
（東谷宗光・エゾシカ協会）、Kaji
Koichi（梶光一・農工大）

Robustness of adult female survival maintains a
high-density sika deer (Cervus nippon )
population following the initial irruption（ニホ
ンジカ急増後の高密度下におけるメス成獣生存率の頑
健性）

Wildlife Research、45(2):
143-154
https://doi.org/10.1071/WR1
7103

2018.05

123

渡邊拓真（酪農大）、池田敬（岐阜
大）、松浦友紀子、東谷宗光（エゾシ
カ協会）、高橋裕史、伊吾田宏正（酪
農大）

スポットライトカウント法における赤外線サーモグラ
フィの適用：シカ低密度地域における森林内での検証

日本哺乳類学会2018年度大会
講演要旨集: 124（講演番号
P-009）

2018.09

124

池田敬（岐阜大）、渡邊拓真（酪農
大）、松浦友紀子、東谷宗光（エゾシ
カ協会）、高橋裕史、伊吾田宏正（酪
農大）

夜間の待ち伏せ型誘引狙撃に適した道具と方法の提案 野生生物と社会、6(1): 21-30
https://doi.org/10.20798/aw
hswhs.6.1_21

2018.10

125
工藤琢磨 マツ材線虫病被害地における中型猛禽類ノスリの生息

状況
岩手の林業、708:6-7 2018.11

126
工藤琢磨 侵略的外来種による猛禽類群集の崩壊過程 第130回日本森林学会大会学術

講演集、p.229
2019.3

127 磯野昌弘
分布北限更新地におけるツクツクボウシタケの大量発
生

東北森林科学会大会講演要旨
集、23:37

2018.09

128 磯野昌弘
潜葉性幼虫によるハルニレ若葉の褐変被害－加害種の
特定と生態及び形態－

日本応用動物昆虫学会大会講
演要旨集、63:PG265

2019.03

129
升屋勇人、田端雅進、市原優、景山幸
二(岐阜大学)

国産漆の新たなる脅威・Phytophthora cinnamomi 日本森林学会大会学術講演
集、130:S9-5

2019.03

130
安藤裕萌、升屋勇人、田端雅進 ウルシ枝から分離されたグノモニア科菌類の未記載属 日本菌学会大会講演要旨集、

62:63
2018.05
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131
安藤裕萌、升屋勇人、田端雅進 ウルシの種子生産を阻害するウドンコ病菌の同定とそ

の被害
東北森林科学会誌、23(2):57-
61

2018.11

132
安藤裕萌、升屋勇人、田端雅進 Diaporthe toxicodendriによるウルシ胴枯病 森林防疫、68(2):17-23 2019.03

133
相川拓也、升屋勇人、前原紀敏 マツノマダラカミキリの蛹室周辺のマツノザイセン

チュウ数とカミキリ成虫の保持線虫数との関係
日本線虫学会大会講演予稿
集、26:15

2018.09.

134
相川拓也、前原紀敏、升屋勇人、中村
克典、安佛尚志(産総研)

ビロウドカミキリに感染しているボルバキアが引き起
こす細胞質不和合

日本森林学会大会学術講演
集、130:230

2019.03.

135 相川拓也 マツ材線虫病診断キットの開発と使用事例 山林、1608:35-42 2018.05.

136

相川拓也 マツノザイセンチュウあれこれ 森林保護と林業のビジネス化
－マツ枯れが地域をつなぐ－
(日本林業調査会、212頁)、
85-94

2019.02.

137
石黒秀明(石黒樹木医事務所)、相川拓
也

マツノマダラカミキリの産卵痕からクロマツ枯死木へ
侵入したマツノザイセンチュウの樹体内での分散とカ
ミキリ成虫への乗り移り

日本森林学会誌、100(6):201-
207

2018.12.

138
市原優、櫃間岳(国際農研)、相川拓
也、升屋勇人

ヒバ天然更新林におけるヒバ漏脂病の発病に与える間
伐強度の影響

日本森林学会大会学術講演
集、130:234

2019.03.

139

神崎菜摘、市原優、相川拓也、浴野泰
甫(鹿児島大・佐賀大)、升屋勇人

Litylenchus crenatae n. sp. (Tylenchomorpha:
Anguinidae) a leaf gall nematode parasitising
Fagus crenata Blume.(ブナの葉に寄生、ゴール形成
する新規植物病原線虫、Litylenchus crenatae の記
載)

Nematology、21(1):5-22 2018.11.

140
神崎菜摘、市原優、相川拓也、浴野泰
甫(鹿児島大・佐賀大)、升屋勇人

ブナ葉ぶくれ線虫、Litylenchus crenatae の分類学
的所属

日本森林学会大会学術講演
集、130:M6

2019.03.

141
山田志穂（筑波大）、 上條隆志（筑
波大）、相川拓也、高橋裕史、坂田ゆ
ず（秋田県立大）、永田純子

ニホンジカの分布域最前線における糞粒DNA を用いた
遺伝的特徴の分析

第5回東北野生動物管理研究交
流会（講演番号 P-8）

2018.12

142

山田志穂（筑波大）、 上條隆志（筑
波大）、相川拓也、高橋裕史、坂田ゆ
ず（秋田県立大）、永田純子

分布最前線ニホンジカの出自について-糞粒を用いた
東北個体群のミトコンドリアDNA分析-

第66回日本生態学会大会
（講演番号 P1-384）
http://www.esj.ne.jp/meetin
g/abst/66/P1-384.html

2019.03

143
中村克典 薬剤利用の制約を見越して松くい虫被害対策を考える 森林技術、914:32-33 2018.05.

144
中村克典 マツ枯れ被害拡大の歴史、マツ枯れとたたかう手立て 森林保護と林業のビジネス化

(日本林業調査会、212頁)、
47-59、97-107

2019.02.

145

中村克典、前原紀敏､相川拓也､大塚生
美、佐藤大樹、浦野忠久、市原優、井
城泰一、那須仁弥、山野邉太郞、中島
剛(青森県林業研究所)、後藤幸広(岩
手県林技セ)、谷内博規(岩手県林技
セ)、宮下智弘(山形県森林研究研修
セ)、渡部公一(山形県森林研究研修
セ)、杉本博之(山口県農林総合技セ)

使える技術を総動員する新たな松くい虫被害対策 森林総合研究所研究成果選集
(平成30年版)、18-19

2018.07.

146
中村克典、前原紀敏、劔持章(静岡市
経済局)

静岡県三保松原で発生したクロマツ枯損木およびその
周辺伐根からのマツノザイセンチュウの検出

日本海岸林学会石垣大会講演
要旨集(平成30年度)、44-45

2018.11.

147
中村克典、劔持章(静岡市経済局) クロマツ樹幹注入処理木における枯損発生とマツノザ

イセンチュウの検出状況
日本森林学会大会学術講演要
旨集、130:223

2019.03.

148

金谷整一、村田政穂(東京大学)、中村
克典、池亀寛治(種子島・ヤクタネゴ
ヨウ保全の会)、長野広美(種子島・ヤ
クタネゴヨウ保全の会)、手塚賢至(屋
久島・ヤクタネゴヨウ調査隊)

ヤクタネゴヨウ全木調査完遂記念シンポジウム 屋久島学、6:65-102 2018.12.

149
杉本博之(山口県農林総合技術セン
ター)、宇野宗平(山口県樹木医会)、
浦野忠久、中村克典

マツノマダラカミキリ逸出抑制法の寒冷地への適用 森林防疫、68(2):41-48 2019.03.

150
MAEHARA Noritoshi(前原紀敏)、
NAKAMURA Katsunori(中村克典)

Effects of low-temperature summer nights on
adults of Monochamus alternatus (Coleoptera:
Cerambycidae)(夏の夜の低温がマツノマダラカミキリ

Journal of Forest
Research、23(4):237-241

2018.08.

151
前原紀敏 マツノザイセンチュウ近縁種の媒介者およびマツに対

する病原性・病原力
山林、1607:29-34 2018.04.

152
前原紀敏 マツノザイセンチュウをはじめとする

Bursaphelenchus属線虫の媒介者
みどりの東北、174:5 2018.09.

153

前原紀敏 マツ枯れが広がる仕組み－マツを枯らす線虫とカミキ
リムシ－

森林保護と林業のビジネス化
－マツ枯れが地域をつなぐ－
(日本林業調査会、212頁)、
61-73

2019.02.

154
佐藤大樹、岩見洋一(茨城県林業技術
センター)、前原紀敏、浦野忠久、中
村克典

天敵微生物製剤バイオリサマダラを事業的に連年施用
した際の防除効果

日本森林学会大会学術講演
集、130:229

2019.03.

155
小澤壮太、前原紀敏、相川拓也、升屋
勇人、中村克典

マツノザイセンチュウ近縁種Bursaphelenchus douiの
寄生型成虫はカミキリムシに寄生するのか？

日本森林学会大会学術講演
集、130:230

2019.03.
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156
小澤壮太、前原紀敏、相川拓也、柳澤
賢一(長野県林業総合センター)、中村
克典

カラフトヒゲナガカミキリの生殖器官から分離された
Bursaphelenchus属線虫

日本線虫学会大会講演予稿
集、26:16

2018.09.

157

OZAWA Sota(小澤壮太)、HASEGAWA
Koichi(長谷川浩一・中部大学)

Broad infectivity of Leidynema appendiculatum
(Nematoda: Oxyurida:Thelastomatidae) parasite of
the smokybrown cockroach Periplaneta fuliginosa
(Blattodea:Blattidae)(クロゴキブリ寄生性線虫
Leidynema appendiculatumの広い宿主範囲)

Ecology and Evolution、
8(8):3908-3918

2018.04.

158
OZAWA Sota(小澤壮太)、Jans
Morffe(Cuba Instituto de Ecologia
 )  (池 賢

High diversity of nematode parasite of wood-
feeding cockroach Panesthia angustipennis

  (朽木食性 ゴ ブ 寄生性線

日本線虫学会大会講演予稿
集、26:32

2018.09.

159
小池悠斗(中部大学)、小澤壮太、相川
拓也、新屋良治(明治大学)、長谷川浩

(中部大学)

卵胎生線虫はエンマコガネ族のみに便乗する 日本線虫学会大会講演予稿
集、26:16

2018.09.

160

Claudia Sofia Leite
Vicente(Universidade de Evora)、
OZAWA Sota(小澤壮太)、HASEGAWA
Koichi(長谷川浩一・中部大学)

The composition of hindgut microbiota of
Periplaneta japonica in the presence of
thelastomatid parasitic
nematodes(Thelastomatidae科寄生性線虫が感染した
ヤマトゴキブリPeriplaneta japonicaの後腸細菌叢)

Nematological research、
48(1):19-26

2018.07.

161
宮田恵多(川崎医療福祉大学)、小澤壮
太、長谷川浩一(中部大学)

RNA干渉を応用した害虫防除システムの検討 日本ペストロジー学会プログ
ラム・抄録集、34:73

2018.11.

162
宮田恵多(川崎医療福祉大学)、小澤壮
太、長谷川浩一(中部大学)

魅力いっぱいの嫌われ者，ゴキブリから学ぶ 昆虫と自然、54(2):41-45 2019.02.

163
宮田恵多(川崎医療福祉大学)、小澤壮
太、長谷川浩一(中部大学)

RNA干渉による害虫防除は有効か？ 日本農芸化学会大会講演要旨
集(2019)、1300

2019.03.

164
浜口昂大(中部大学)、澤之向大希(中
部大学)、小澤壮太、長谷川浩一(中部
大学)

昆虫病原性線虫を用いたゴキブリ殺虫法の試み：如何
にして線虫をゴキブリ体内へ侵入させるか

日本ペストロジー学会プログ
ラム・抄録集、34:44

2018.11.

165
澤之向大希(中部大学)、浜口昂大(中
部大学)、小澤壮太、佐藤一輝(理研
CSRS)、長谷川浩一(中部大学)

Periplaneta属ゴキブリが持つ昆虫病原性線虫
Heterorhabditis bacteriophoraへの高い抵抗性

日本線虫学会大会講演予稿
集、26:18

2018.09.

166

IKUYO Yoriko(幾代以子・中部大学)、
Md. Faisal Kabir(Kyungpook
National University)、OZAWA
Sota(小澤壮太)、KOIKE Yuto(小池悠
斗・中部大学)、ISHIGURO Hideaki(石
黒秀明・石黒樹木医事務所)、
HASEGAWA Koichi(長谷川浩一・中部大
学)

Characterisation and pathogenicity of
Ditylenchus dipsaci isolated from Phlox subulata
in Japan(日本におけるシバザクラから分離されたナ
ミクキセンチュウDitylenchus dipsaciの病原力)

Nematology、20(8):811-814 2018.09.

167

Claudia Sofia Leite
Vicente(Universidade de Evora)、
Shakhinur Islam Mondal(Shahjalal
University of Science and
Technology、宮崎大学）、Arzuba
Akter(Shahjalal University of
Science and Technology、宮崎大
学)、OZAWA Sota(小澤壮太)、KIKUCHI
Taisei(菊地泰生・宮崎大学)、
HASEGAWA Koichi(長谷川浩一・中部大
学)

Genome analysis of new Blattabacterium spp.，
obligatory endosymbionts of Periplaneta
fuliginosa and P.japonica(ヤマトゴキブリとクロゴ
キブリの細胞内共生細菌Blattabacterium spp.の全ゲ
ノム解析)

PloS one、13(7):e0200512 2018.07.

168
小谷英司、太田敬之、大塚生美、細田
和男、西園朋広、北原文章

地上レーザによる広葉樹林標準地の調査法の開発
日本森林学会大会学術講演
集、130:243

2019.03.

169
小谷英司、細田和男、西園朋広、福本
桂子、北原文章

スギ高齢林と間伐林での地上レーザと立木調査の比較
東北森林科学会大会講演要旨
集、23:39

2018.09.

170
西園朋広、小谷英司、福本桂子、山田
祐亮、鹿又秀聡、天野智将、細田和男

東北地方におけるスギ人工林の経営的評価－長期継続
調査データを用いた分析－

日本森林学会大会学術講演
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１－４）研究資料 

 

（１）森林総合研究所東北支所構内における非降雪期の降雨量 

 

阿部 俊夫（森林環境研究グループ） 

１．はじめに 

森林総合研究所東北支所の構内では、実験林や苗畑において様々な研究が行われてい

る。筆者は、研究課題（アア b1 多様な管理手法下にある森林の水保全機能評価技術の開

発）に関連して、東北支所構内において非降雪期の降雨量を 2017 年 6月末から 2019年 6

月半ばまで観測した。ここでは、この日降雨量の観測データを公表するとともに、近隣に

ある降水量観測所の日降雨量と比較した結果を報告する。 

 

２．方法 

 森林総合研究所東北支所は岩手県盛岡市と滝沢市の境界に位置している。降雨量観測

は、東北支所構内の樹木園第 3区の気象露場に雨量計を設置して行った（図－1）。使用し

た雨量計は Onset 社の転倒マス雨量計 RG3-M（降雨量 0.2 mmにつき 1転倒）である。この

雨量計の観測データはやや過小となるため、阿部ら（2011）を参考に補正係数 1.104を乗

じて補正をおこない、24時を日界として日降雨量を計算した。観測は 2017年 6月 27日か

ら開始し、2019 年 6月 19 日に終了したが、本雨量計では降雪を観測できないため、降雪

期については観測を中断した。 

 また、近隣にある降水量観測所の日降雨量データも入手し、東北支所の日降雨量との比

較を行った。近隣の降水量観測所としては、農研機構東北農業研究センターの気象観測所

（南に 1.8 km）と気象庁アメダス滝沢観測所（北西に 3.3 km）の 2箇所のデータを利用

した。2地点間の降雨量比較では、説明変量 X、目的変量 Yともに誤差を有する観測値の

ため、Xの観測誤差を考慮しない線形回帰は誤用であり、Deming 回帰または Passing-

Bablok 回帰を用いるのが望ましいとされている（丹治, 2003）。そこで本研究ではノンパ

ラメトリック回帰の一種である Passing-Bablok法（Passing and Bablok, 1983）を用い

て回帰分析を行った。なお、Passing-Bablok 法の回帰分析は、青木 (2010) のソースコー

ドを用いて R version 3.5.2 (R Core Team, 2018） で計算した。 

 

３．結果 

 日降雨量は図－2のように L字型の頻度分布を示し、日雨量 1 mm以下の日が全体の

65.1 %を占めた。一方、日降雨量が 100 mmを超えた日も観測期間中に 3回出現し、最大

値は 2017年 7月 23日に観測された 169.8 mmであった。観測期間中の日降雨量データは

表－1に記した通りである。 

 近隣にある東北農業研究センターおよびアメダス滝沢観測所の日降雨量は、東北支所構
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内の日降雨量と高い正の相関を示し（図－3）、相関係数はいずれも 0.989以上であった。

東北支所の日降雨量を Y、近隣観測所の日降雨量を Xとして、Passing-Bablok 法による回

帰を行ったところ、東北農業研究センターのデータを用いた場合は Y = 1.09114･Xの回帰

式を、アメダス滝沢観測所のデータを用いた場合は Y = 1.00000･Xの回帰式を得た。予測

精度を評価する指標として 2乗平均平方根誤差 RMSEがあるが、東北農業研究センターの

回帰式では RMSE は 2.42 mm、アメダス滝沢観測所の回帰式では RMSEは 2.30 mmであり、

両者とも推定誤差は比較的小さかった。したがって、日単位のおおまかな降雨量を推定す

るだけであれば、これらの回帰式は十分な実用性を有すると考えられる。なお、冬季の降

水量については、東北支所構内での観測データがないため、図－3と同様の関係になるか

は不明であり、上記の推定式を冬季も含めた通年の日降水量に適用することには注意が必

要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図－１ 東北支所構内に設置した雨量計（写真中央、樹木園台 3区） 

 

 

図－２ 日降雨量の頻度分布 

図中の頻度は階級値以下のデータ数を示している。 
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図－３ 近隣の降水量観測所と東北支所の日降雨量の比較 
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（２）岩川スギ人工林収穫試験地と馬場目スギ林収穫試験地における定期調査の概要 
 

小谷英司（地域資源利用チーム）・駒木貴彰(森林資源管理グループ) 
・齋藤武史(地域連携推進室) 

 
 森林総合研究所東北支所では，東北森林管理局と共同で国有林内に「収穫試験地」を設け，

80 年以上にわたって継続調査を実施してきている。定期調査を実施したので，これまでの

成長経過と併せて調査の概要を報告する。 
 
１．岩川スギ人工林収穫試験地における定期調査の概要 
この試験地は，東北森林管理局米代西部森林管理署管内 99 林班と，ち小班，100 林班は

小班(秋田県山本郡三種町)のスギ人工林に 1940 年に設置された。試験地のスギは 1906 年

に植裁された。1940 年に林分の相対的な成績により上中下に分け，第１分区 (面積

0.19ha)，第２分区(0.14ha)，第３分区(0.12ha)の３つの試験区が設定された。試験区の海

抜高は約 260～350m であり，傾斜は第１分区で南東向き 8°，第２分区で東向き 15°，

第３分区で南向き 10°である。試験地の調査については，1940 年より始まり，1975 年ま

ではおよそ 5 年毎，1975 年以降は約 10 年毎に実施された(西園ら 2008)。なお試験地設定

後に，1950 年(林齢 29)，1960 年(同 39)，1965 年(同 44)および 1985 年(同 64)に間伐が実

施された。  
 2018 年 5 月 30 日～31 日に 11 回目の定期調査を実施した。胸高直径，樹高および枝下

高を直径巻尺と超音波測高器を用いて測定し，立木番号および胸高帯を全ての個体に白ペ
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図１ 岩川スギ人工林収穫試験地の林分変数の時系列変化 
（□：第一分区，○：第二分区，△：第三分区，実線：出羽地域収穫予想表） 
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ンキで記入し，立木位置をコンパス測量した。測定および管理の作業に，５人日を要した。

調査結果の概要をこれまでの成長経過と併せて図１に示す。この試験地の特徴として，高齢

林にも関わらず樹高成長が低下せず，林分材積も増加している点が挙げられる。高齢林の成

長特性把握のために，調査を継続する。 
2. 馬場目人工林成績調査地における調査の概要 

この試験地は，東北森林管理局米代西部森林管理署管内 2024 林班と，ち，り小班(秋田県五

城目町)のスギ人工林に 1937 年に設置された。試験地のスギは 1922 年に植裁された。1937 年に

林分の相対的な成績により，上中下の３つの試験区に分け，第１分区(面積 0.1876ha)，第２分

区(0.2028ha)，第３分区(0.1950ha)が設定された。試験区の海抜高は約 200m であり，傾斜は，

第１分区で南向き 20°，第２分区で南向き 25°および第３分区で南向き 30°である。試験地では，

1962 年まで 5 年おきに，その後およそ 10 年毎に調査が行われている(西園ら 2007)。 

2017 年 5 月に 11 回目の定期調査を実施した。第１分区と第 3 分区においては，1996 年の調

査時点で，林道の開設に伴う支障木が大量に発生しており，試験地としての適正を欠くと判断され，

調査されなかった。今回も，第 2 分区のみを調査の対象とした。胸高直径，樹高および枝下高を直

径巻尺と超音波測高器を用いて測定した。第 3 分区と第 2 分区では，直径帯と番号のペンキを白

ペンキで記入した。測定と管理作業には 3 人日を要した。調査結果の概要をこれまでの成長経過

と併せて図２に示す。この試験地も順調に成長しており，調査を継続する。 

 
1) 西園朋広・八巻一成・天野智将・瀧川英久（2007）馬場目人工林成績調査地および仁鮒

小掛山人工林収穫試験地における定期調査の概要，森林総研東北年報, 48: 36 - 38. 
2) 西園朋広・林雅秀・八巻一成・天野智将（2008) 岩川人工林収穫試験地における定期調

査の概要, 森林総研東北年報, 49: 39 - 40. 
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図２ 馬場目スギ林収穫試験地の林分変数の時系列変化 
（□：第一分区，○：第二分区，△：第三分区，実線：出羽地域収穫予想
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２ 平成 30 年度の広報活動の記録 

２－１）地域再生シンポジウム２０１8in 山形「持続的な広葉樹利用による地域再生 

～付加価値を高めて未利用資源を活かす～」 （森林総合研究所、東北大学大学院

農学研究科 主催、広葉樹を暮らしに活かす山形の会、山形県広葉樹利用拡大協議会 

共催、山形県、山形県木材産業協同組合、置賜林業推進協議会、日本林業技師会山

形県支部 後援） 

[シンポジウム] 

○開催期日：平成３０年９月１３日（木曜日）１３：００～１７：００ 
○開催場所：山形県米沢市「置賜総合文化センター」 
○講演（東北支所分）：「広葉樹材の利用」 

                      森林資源管理研究グループ長 天野智将 
○来場者数 １３０名 

[現地検討会] 

○開催期日：平成３０年９月１４日（金曜日）８：３０～１４：４５ 
○開催場所 山形県米沢市、長井市、飯豊町 
○参加者数 ５１名 

 

２－２）一般公開 （東北支所、東北育種場、森林整備センター東北北海道整備局盛岡水源林

整備事務所 共催） 
○開催期日：平成３０年１０月１３日（土曜日）９：３０～１５：３０ 
○開催場所：東北支所構内 

[体験イベント]： 
   ・野外自然観察会 

・木工教室（東北育種場） 
・木でペンを作ってみよう（エコペン） 

（森林整備センター東北北海道整備局盛岡水源林整備事務所） 

・土とあそぼう～ピッカピカの泥だんご作り教室～ 

・ドローンで空から森を見てみよう（フライトシミュレーションに挑戦） 

・マツノマダラカミキリの一生 
・クイズラリー 

・丸太積み木で遊ぼう 
   [展示イベント] 

・マツノザイセンチュウ抵抗性品種[抵抗性苗]（東北育種場） 

・触ってみよう！ ケモノの毛 

・何これ？ いろんなマツボックリ 

・ウッドチッパー  

[相談コーナー] 
・林木遺伝子銀行１１０番（東北育種場） 
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[プレゼント] 
・苗木プレゼント 
・どんぐりストラッププレゼント 
[協賛] 東北農研消費者協同組合、ディースタイル 

○来場者 ４４８名 
 
２－３）公開講演会 （東北支所、東北育種場、森林整備センター東北北海道整備局 共催） 

（一般公開同時開催） 

○開催期日：平成３０年１０月１３日（土曜日）１０：００～１３：５０ 
○開催場所 森林総合研究所東北支所大会議室 
○来場者数 延人数１３５名 
○研究発表課題（東北支所分） 

・「カラマツ林土壌に溜る温室効果ガス」   

森林環境研究グループ主任研究員 森下智陽 

・「生活環境を守る海岸防災林のはたらき」 

森林環境研究グループ主任研究員 萩野裕章 

・「クマの種まきが野生のサクラを温暖化から守る？」 

森林生態研究グループ主任研究員  直江将司 
 
[東北支所職員 発表要旨] 

 

カラマツ林土壌に溜る温室効果ガス 

森林環境研究グループ主任研究員 森下智陽 

 

昨今の異常気象とも関連深いと言われている地球温暖化。産業革命以降の地球温暖化は、

人間活動による可能性が極めて高いと言われています。温暖化の原因は、温暖化を助長す

る温室効果ガスの大気濃度の上昇にあると推定されています。主な温室効果ガスとして、

二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）が知られており、これら以外にも様々

なガスが温暖化に影響を与えていると報告されています。「森林は二酸化炭素の吸収源」と

いうことは広く知られていますが、これらの地球温暖化に関わるガスは、土壌からは放出

したり、逆に土壌へ吸収されたりしています。 

本日の講演では、最初に、地球温暖化と温室効果ガスの関係について簡単に触れ、森林

土壌中で、これらのガスがどう生成され、どう消費されているのかを解説します。続いて、

我が国の森林土壌では、これらのガスの放出や吸収がどんな特徴を持っているかを過去の

私たちの研究成果から、お話しします。そして、これらのガスについて、東北地方でもな

じみ深いカラマツ林やブナ林の土壌中での挙動を、安比高原（森林総研安比森林気象試験

地）における観測結果から紹介します。 
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生活環境を守る海岸防災林のはたらき 

森林環境研究グループ主任研究員 萩野裕章 

 

海岸防災林は日常的には塩分を含んだ潮風の影響を和らげるほか、風にともなって飛

んでくる砂（飛砂）の発生や移動を阻止します。またかつて海岸防災林は、きのこ採り

や落葉かき（肥料や燃料）の提供場でしたが、現在では散策などの場として親しまれて

います。こういった海岸防災林のうち、幅広い林帯（横断方向に 300m 以上）で林内に落

下した飛砂量を観測すると、風が強かった時でも弱かった時でもおおよそ林帯の前縁（林

帯海側の端）から 60mくらいまでに大部分の飛砂が捕捉されていることが分かりました。

この海岸防災林では前縁から 60m くらいまでの範囲が飛砂抑止に有効に機能しているこ

とになります。海岸防災林が日常的に発揮する機能を把握しつつ、私たちの暮らしに身

近な林として活用されることが望まれます。 

 

クマの種まきが野生のサクラを温暖化から守る？ 
森林生態研究グループ主任研究員 直江将司 

 
みなさんは、植物の多くが動物によって種まきされていることをご存知でしょうか？

植物全体の 3 分の 1 以上、わたしたちが生活する温帯の樹木の 35～71％は動物にフルー

ツをプレゼントするかわりに種をまいてもらっています。わたしたちがふだん食べてい

るフルーツ（イチゴ、ブドウ、ミカン、リンゴ、メロン・・・）は全て、植物が動物に

種をまいてもらうために用意したものです。種まきによって、植物は天敵から逃げたり、

生育に良い場所に移動することができます。小さくてきれいな果実はトリ向けで、わた

したちにとっては毒のあるものもあります。大きくて香りの強い果実はケモノ向けです。 
さて、最近注目されていることとして、地球の温暖化に植物が対応できるのか、とい

うことがあります。温暖化によって植物は生育しづらくなっているため、もっと寒い場

所に種まきで移動する必要があります。寒い場所へ移動するには北に向かうか、山を登

らなければいけません。温暖化によって 2100 年までに最悪で 4.8℃気温が高くなると言

われています。これは距離にすると、北に 500 ㎞行くか、もしくは 800m 山を登ること

になります。山を登るほうがずっと楽なので、温暖化から逃げるのに効果的だと考えら

れます。しかし、これまで種がどのくらい山を登っているのか、あるいは下りているの

かは分かっていませんでした。わたしたちの研究グループでは、標高によって種子の成

分がちがうことを発見し、世界で初めて標高方向の種まきを調べる方法を開発しました。 
この方法を野生のサクラに用いたところ、ツキノワグマとテンが山の高いところに種

を運んでいることが明らかになりました。平均でツキノワグマが 307m、テンは 193m も

高標高に運んでいました。100m 昇ると 0.6℃気温が下がることを考えると、クマは 2℃、

テンは 1.3℃寒い場所に運んでいることになり、サクラは温暖化から逃れられそうです。

高標高への種まきは、クマとテンが果実や山菜を追いかけて山を登ったためと考えられ

ました。クマやテンの種まきが、結果としてカスミザクラを温暖化から守っていること

になります。動物たちの種まきは複雑でなかなか予想がむずかしいのですが、今回のよ

果実あり、 
山菜おわり 

果実まだ、 
山菜おわり 
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うに植物にとって重要な役割を果たしているため、彼らの仕事を注意して見ていく必要

があります。 
 

２－４）平成３０年度岩手県林業技術センター・森林総合研究所東北支所・東北育種場合同成

果報告会 

○開催期日：平成３１年２月５日（火曜日）９：３０～１６：００ 
○開催場所：プラザおでって（盛岡市） 

○研究発表課題（東北支所分） 
・「本の伝統的な漆塗を支える国産漆の増産を目指して」 

                    産学官民連携推進調整監 田端雅進 

 

  ・「東北地方における再造林コストの削減に向けて」 

             育林技術研究グループ主任研究員 野口麻穂子 

○来場者 １２０名 
 

[東北支所職員 発表要旨] 

 

本の伝統的な漆塗を支える国産漆の増産を目指して 

産学官民連携推進調整監 田端雅進                        

 
漆はウルシの幹に傷をつけて得られる樹脂を含む樹液であり、我が国では縄文時代

から塗料や接着剤として使用されてきた。また、現在も国宝・重要文化財の保存修復

や漆器の制作等に使用され、日本の伝統的な漆文化にとって不可欠である。 
現在では国内消費量の 90%以上を中国産漆が占め、国産漆の自給率はわずか約 3％

になっている。国産漆の生産量は大きく減少しており、昭和 35 年では 20,000 kg 生産

していたが、平成 24 年では 1,400 kg にまで減少している。 
一方、国宝・重要文化財の保存修復において国産漆と中国産漆を混合して使用して

きたが、文化庁は平成 30 年度より、国宝・重要文化財の保存修復には原則として 100％
国産漆を使う方針を示しており、今後国産漆の需要の増加が見込まれている。そのた

め、漆の安定した供給体制を早急に確立する必要がある。 
これらの動きに対し、国産漆増産に向けて 2010～2012 年度に新たな農林水産政策

を推進する実用技術開発事業（課題名：地域活性化を目指した国産ウルシの持続的管

理・生産技術の開発）及び 2016～2018 年度に農林水産業・食品産業科学技術研究推

進事業（現、イノベーション創出強化研究推進事業，課題名：日本の漆文化を継承す

る国産漆の増産、改質・利用技術の開発）などでウルシ林の造成・管理及び国産漆の

増産に関する研究を行い、ウルシ林の植栽適地、漆生産量の異なるウルシのクローン

における樹皮の組織構造、漆が良く出る木（量産木）を判別する DNA マーカーなど

に関する研究開発を行ってきた。 
本発表では、国産漆の増産や品質の良い漆生産に関係するウルシ林の植栽適地、漆
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生産量と樹皮の組織学的特徴との関連性、量産木を個体識別できる DNA マーカーな

どについて紹介する。 

なお、本研究は農研機構生研支援センター「イノベーション創出強化研究推進事業」

（旧、農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業）の支援を受けて行った。 

 

東北地方における再造林コストの削減に向けて 

育林技術研究グループ主任研究員 野口麻穂子 

 

 東北地方の民有林においては、現在、主伐が活発になりつつあるが、主伐後に再造林

が行われている林地の面積割合は、岩手県の場合、3割に満たないと推定される。将来の

木材資源の保続の観点から、森林所有者が再造林を行いやすい環境を整えていくことが

求められている。再造林の大きな障壁として、木材価格に対して再造林経費が高いこと

があげられるが、現状では木材価格の大幅な上昇は見込めないことから、再造林コスト

を削減するための技術開発が急務である。森林総合研究所東北支所では、平成 28年度よ

り、生研支援センターによる革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェク

ト）の実証研究「優良苗の安定供給と下刈り省力化による一貫作業システム体系の開発」

の中で、各地の公設林業試験研究機関および民間企業と共同で、再造林コストの削減を

目指した研究を進めてきた。本発表では、その成果から、おもに下刈りの回数削減手法

について報告する。 

再造林では、かつての拡大造林の場合と比較して、萌芽による雑草木の再生が少ない

ことから、下刈り回数を削減できることが予想される。当支所では、岩手北部森林管理

署と共同で、岩手県内の国有林において、4年間毎年下刈り、隔年下刈り、無下刈りの処

理間で、カラマツの成長および雑草木との競合状態を比較する試験を行った。植栽後 5

生育期間が経過したカラマツの樹高および地際直径は、毎年下刈り区と比較して、隔年

下刈り区および無下刈り区で有意に小さかった。さらに、隔年下刈り区では、カラマツ

の平均樹高は雑草木の最大高の平均値とほぼ同等で、雑草木から抜け出すことができて

いなかった。このことから、カラマツには隔年下刈りは適しておらず、以前に岩手県で

行われた試験のように、初期の 2年間もしくは 3年間に集中して下刈りを実施すること

が適切と考えられる。一方、スギについては、秋田県で行われた試験から、植栽から 2-3・

5年目に下刈りを行うことで、毎年下刈りと同等の成長を達成できることが明らかになっ

た。 

なお、上述の研究プロジェクトでは、機械や薬剤、カバークロップの利用により、雑

草木の繁茂を抑制し、下刈りの回数や労力をさらに効果的に削減することを目指した試

験も各地で実施された。本発表では、それらの手法についても概要を紹介する。 
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３ 平成３０年度の会議等の記録 

３－１）研究業務報告会 

平成３０年度東北支所業務報告会は、平成３０年１２月１３日（木）～１４日（金）に森林総合

研究所東北支所大会議室において実施した。 
 
３－２）東北地域評議会 

外部有識者に評議員を委嘱し、東北支所及び東北育種場の平成３０年度研究運営全般について概

要を説明し、広い視野と専門的立場から意見、助言をいただいた。 
 
○日時・場所 

   平成３１年２月１８日（月）１３：３０～１６：００ 

   東北支所 大会議室 
○評議委員 

小林 重善 東北森林管理局森林整備部長 

清和 研二 東北大学大学院農学研究科・農学部 教授 

川村 冬子 株式会社イワリン経営企画部 次長 
○出席者 

   ＜東北支所＞ 

梶本卓也（支所長）             田端雅進（産学官民連携推進調整監） 

大貫靖浩（地域研究監）           渡邊謙一（総務課長） 
砂子田渉（総務課課長補佐）         磯野昌弘（昆虫多様性保全担当チーム長） 
小谷英司（地域資源利用担当チーム長）    野口享太郎（根系動態研究担当チーム長） 
大西尚樹（動物生態遺伝担当チーム長）    相川拓也（マツ材線虫病担当チーム長） 
太田敬之（森林生態研究グループ長）     八木橋勉（育林技術研究グループ長） 
阿部俊夫（森林環境研究グループ長）     高橋裕史（生物多様性研究グループ長） 
中村克典（生物被害研究グループ長）     天野智将（森林資源管理研究グループ長） 
金野 勇（地域連携推進室長）        米沢茂信（研究情報専門職） 

＜東北育種場＞ 

田中直哉（場長）               織部雄一朗（育種課長） 

米澤 実（遺伝資源管理課長）        宮本尚子（育種課育種研究室主任研究員） 

＜森林整備センター東北北海道整備局＞ 

  相原政行（局長） 

  船城保明（盛岡水源林整備事務所長） 

○評議会の概要 

１）東北支所における研究運営状況の報告 

     以下の資料を基に平成３０年度の研究運営状況について概要説明を行った。 
[配布資料]：平成３０年度東北支所活動一覧 

平成３０年度東北支所産学官民連携 
平成３０年版支所年報 
フォレストウィンズ(No.73～75) 
一般公開・公開講演会パンフレット 
公開講演会講演要旨 
岩手県林業技術センター合同成果報告会プログラム及び講演要旨 

 
２）平成３０年度地域研究について 

     以下の研究内容について、概要説明を行った。 
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     海岸林関係：交付金プロジェクト 

「根系成長確保による高い津波耐性を特長とする盛土を伴う海岸林造成の技術的

指針の策定」 
    低コスト再造林関係： 

生研支援センター革新的技術開発・緊急展開事業（地域戦略プロジェクト）  
     「優良苗の安定供給と下刈り省力化による一貫作業システム体系の開発」 

獣害関係：農林水産技術会議委託プロジェクト 

     「野生鳥獣拡大に係る気候変動等の影響評価」 

漆関係 ：生研支援センター イノベーション創出強化研究推進事業プロジェクト 

         「日本の漆文化を継承する国産漆の増産、改質・利用技術の開発」     

  [配布資料]：研究成果選集  

       冊子（放射性物質の現状と森林・林業の再生）  
 
３）林木育種センター東北育種場における活動の概要 

     以下の資料を基に平成３０年度の活動概要について説明を行った。 
[配布資料]：平成３０年度東北育種場活動概要 

         東北の林木育種（No.218～220） 
   

４）平成２９年度評議員講評に対するその後の取り組み 
     前年度評議員講評に対するその後の支所及び林木育種センター東北育種場の取り組みについ

て説明を行った。 
 
５）研究成果紹介 

以下４課題の研究成果について発表を行った。 
  ・「優良苗の安定供給と下刈り省力化による一貫作業システム体系の開発」 

東北支所・育林技術研究グループ長 八木橋勉 
・「野生鳥獣拡大に係る気候変動等の影響評価  

東北支所・チーム長（マツ材線虫病担当） 相川拓也 
・「日本の漆文化を継承する国産漆の増産、改質・利用技術の開発」  

東北支所・産学官民連携推進調整監 田端雅進 
・「採種園における優良種苗の生産管理」  

東北育種場・育種課育種研究室主任研究員 宮本尚子 
 
６）評議員講評 

小林 重善 氏 

清和 研二 氏 
川村 冬子 氏 
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Ⅱ 業務運営資料



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．  



１ 組 織・職 員

１－１）組織・職員

（平成31年3月31日現在，太字は所属の長）

東北支所長 梶本 卓也

産学官民連携推進調整監 田端 雅進

育種調整監（併） 田中 直哉

地域連携推進室 金野 勇 研究情報専門職 米沢 茂信

業 務 係 櫻 玲子

齋藤 武史（再雇用研究専門員）

庶 務 係 都筑 俊夫

会 計 係 小澤 茂樹

総 務 課 長 渡邊 謙一

課長補佐 砂子田 渉 用 度 係 清水 章宏，山下 正起（再雇用一般専門員）

専 門 職 上川原 奈美

地域研究監 大貫 靖浩

チーム長（昆虫多様性保全担当) 磯野 昌弘

チーム長（地域資源利用担当) 小谷 英司

チーム長（マツ材線虫病担当) 相川 拓也

チーム長（根系動態研究担当) 野口 享太郎

チーム長（動物生態遺伝担当) 大西 尚樹

森 林 生 態 研 究 グ ル ー プ 太田 敬之，直江 将司

育 林 技 術 研 究 グ ル ー プ 八木橋 勉，齋藤 智之，野口 麻穂子

森 林 環 境 研 究 グ ル ー プ 阿部 俊夫，萩野 裕章，小野 賢二，野口 宏典，森下 智陽

生物多様性研究グループ 高橋 裕史，工藤 琢磨

生 物 被 害 研 究 グ ル ー プ 中村（真鳥）克典，前原 紀敏，小澤 壮太（任期付研究員）

森林資源管理研究グループ 天野 智将，大塚（内田）生美，駒木 貴彰（再雇用研究専門員）
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１－２）異動一覧（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）

　転　入

発令日 氏　名 新　　所　　属 旧　　所　　属

30.  4. 1 渡邊　謙一 総務課長 北海道支所庶務課課長補佐

30.  4. 1 砂子田　渉 総務課課長補佐
林木育種センター東北育種場
連絡調整課庶務係長

30.  4. 1 上川原　奈美 総務課専門職
(国研)農業・食品産業技術総合研究機構
東北農業研究センター総務部会計課会計チーム専門職

30.  4. 1 小澤　壮太 生物被害研究グループ（任期付研究員） 新規採用

30.  4. 1 山下　正起 総務課再雇用一般専門員（フルタイム勤務） 採用

30.  4. 1 齋藤　武史
地域連携推進室再雇用研究専門員（フルタイム勤務）
森林環境研究グループ併任

採用

　転　出

発令日 氏　名 新　　所　　属 旧　　所　　属

30.  4. 1 今野　敏彦
林木育種センター関西育種場遺伝資源管理課
四国増殖保存園管理係長

庶務課用度係長

30.  8. 1 升屋　勇人
本所森林研究部門きのこ・森林微生物研究領域
微生物生態研究室長

森林微生物管理担当チーム長

31. 3.31 櫻　玲子
退職((国研)農業・食品産業技術総合研究機構東北農業
研究センター総務部会計課会計チーム主査(会計担当))

地域連携推進室業務係長

31. 3.31 金野　勇 定年退職 地域連携推進室長

31. 3.31 米沢　茂信 定年退職 地域連携推進室研究情報専門職

31. 3.31 駒木　貴彰 任期満了
森林資源管理研究グループ
再雇用研究専門員（フルタイム勤務）
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２ 施設・試験地等

２－１）土地・施設

建物・土地面積 (単位：㎡)

建 物 土 地
区 分

庁舎等 宿舎 庁舎等 宿 舎 試験施設 実験林 樹木園 苗 畑 他 計

東北支所 5,326 0 16,305 0 2,932 49,513 12,531 37,581 14,538 133,400

山形実験林 295 0 3,593 0 4,457 176,092 0 0 27,748 211,890

森林理水試験地(※１) (553) (553)
（ ）書きは借地。※１山形森林管理署最上支署国有林。

主な施設

名 称 面 積 所 属

育林実験棟 495 ㎡ 共 通
ブナ帯環境変動解析棟 351 〃
粗試料調整測定室 142 〃
共同実験室 101 〃
雪害特殊実験棟 339 森林生態研究グループ・育林技術研究グループ
鳥獣実験室 323 生物多様性研究グループ
森林防疫実験棟 222 生物被害研究グループ
林地保全実験室 64 森林環境研究グループ
ガラス室 111 森林生態研究グループ
温 室 68 〃
隔離温室 76 生物被害研究グループ
共同実験室（山形実験林） 295 共 通
安比二酸化炭素動態観測施設
（観測小屋） 21 共 通

２－２）共同研究に利用できる機器

○ DNAシーケンサー

［性能概要］パーキンエルマー社 310-2
DNAの塩基配列の決定及びマイクロサテライト分析に用いる。
共同研究に利用できる機器として登録している。

［担 当］チーム長(森林微生物管理担当)、生物被害研究グループ
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○ 軟 X線発生装置

［性能概要］ソフテックス製 CMBW-2
樹木種子・木材等の非破壊検査に用いる。
共同研究に利用できる機器として登録している。

［担 当］育林技術研究グループ

○ 走査型電子顕微鏡

［性能概要］日本電子製 JSM-5310LV
生物等の微細表面構造の観察に用いる。
共同研究に利用できる機器として登録している。

［担 当］生物被害研究グループ

○ 全窒素・全炭素測定装置

［性能概要］住化分析センター製スミグラフ NC-22F
植物体・土壌の窒素炭素分析に用いる。
共同研究に利用できる機器として登録している。

［担 当］森林環境研究グループ

（平成30年度における共用利用の実績は無かった。）
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　　（１）東北森林管理局管内

整理
番号

試　　験　　地　　名 森林管理署 林　小　班
面　積

ha
樹　種

設 定
年 度

終了予
定年度

担当研究室

秋 1 相内沢人工林択伐試験地 米代東部 ３０１２は 0.72 スギ 昭３２
平６７
(2055)

森林資源管理研究Ｇ

秋 5 下内沢人工林収穫試験地 米代東部 １５６に，に1-3 4.20 スギ 昭９
平４０
(2028)

森林資源管理研究Ｇ

秋12 上大内沢人工林収穫試験地 上小阿仁支署 １３４い1-4 0.48 スギ 昭１４
平７４
(2062)

森林資源管理研究Ｇ

秋21 添畑沢スギ間伐試験地 米代西部 １２５は
17.05
の内

スギ 昭２８
平６９
(2057)

育林技術研究Ｇ

秋22 添畑沢人工林択伐試験地 米代西部 １２５は
17.05
の内

スギ 昭３１
平６９
(2057)

育林技術研究Ｇ

秋27 岩川人工林収穫試験地 米代西部
９９と，ち
１００は

0.45 スギ 昭１５
平６７
(2055)

森林資源管理研究Ｇ

秋32 馬場目人工林成績調査地 米代西部 ２０２４と，ち，り 1.84 スギ 昭１２
平７９
(2067)

森林資源管理研究Ｇ

秋33 男鹿山人工林収穫試験地 米代西部 ８９ほ 1.25 スギ 昭１３
平６９
(2057)

森林資源管理研究Ｇ

秋35 務沢天然林施業試験地 秋　田 １８ぬ 1.00 スギ 昭３
平５７
(2045)

育林技術研究Ｇ

秋39 大又赤倉カラマツ間伐試験地 秋　田 ２１８２ち 2.17 カラマツ 大６
平６９
(2057)

育林技術研究Ｇ

秋41 大沢人工林収穫試験地 秋　田 １１６４と，と1-2 1.37 スギ 昭１３
平６８
(2056)

森林資源管理研究Ｇ

秋42 土倉沢人工林収穫試験地 秋　田 １０８９わ，わ1-3 2.44 カラマツ 昭２３
平７９
(2067)

森林資源管理研究Ｇ

秋51 三ツ沢天然林収穫試験地 最上支署 ２０９た 2.35 ブナ 昭３４
平７７
(2065)

森林資源管理研究Ｇ

秋52 深沢人工林成績調査地 最上支署 ２５り，ぬ，る 0.60 スギ 昭９
平３１
(2019)

森林資源管理研究Ｇ

秋54 大明神人工林成績調査地 最上支署 １０５２に，ほ，へ 1.42 スギ 昭１２
平３２
(2020)

森林資源管理研究Ｇ

秋55 朝日沢人工林収穫試験地 最上支署 １０５７に 0.61 カラマツ 昭３４
平６２
(2050)

森林資源管理研究Ｇ

秋56 戸沢山人工林収穫試験地 山　形 ２１８ら，ら1 2.14 スギ 昭１３
平６５
(2053)

森林資源管理研究Ｇ

秋61 釜淵森林理水試験地 最上支署
８１り，ぬ，る，わ，
か

14.15 スギ 昭１３
平６７
(2055)

森林環境研究Ｇ

秋62 秋田佐渡スギ林試験地 上小阿仁支署 ２０２５ろ 2.09 スギ 平１０
平５９
(2047)

森林生態研究Ｇ

秋63 スギ人工林強度収穫間伐実施地動態観測試験地 秋　田 １１００ほ，へ 5.43 スギ 平２２
平７２
(2060)

森林資源管理研究Ｇ

秋64 森吉山麓針広混交林動態試験地 上小阿仁支署

１００６と１，１００７
ち１，１０１２は，り，
ぬ１，１０１５の，の
１，１０３６ほ１，ほ
２，１０３７い，は，１
０４１ふ，１０５０は
２，ね，き，１０５１
ぬ

10.40 スギ 平２２
平４１
(2019)

森林生態研究Ｇ

  ２－３）固定試験地
　平成31年3月現在
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　　（２）東北森林管理局旧青森分局管内

整理
番号

試　　験　　地　　名 森林管理署 林　小　班
面　積

ha
樹　種

設 定
年 度

終了予
定年度

担当研究室

青 2 穴川沢第１ヒバ林成長量試験地 青　森 １３ほ 1.10 ヒバ 大３
平５７
(2045)

育林技術研究Ｇ

青 3 穴川沢第２ヒバ林成長量試験地 青　森 １３へ 8.15 ヒバ 大１４
平５７
(2045)

育林技術研究Ｇ

青11 津刈沢スギ種子産地試験地 津　軽 ３９ほ，へ 4.71 スギ 昭１２
平５９
(2047)

育林技術研究Ｇ

青13 冷水沢ヒバ林成長量試験地 下　北 ３９は 1.33 ヒバ 昭２
平７７
(2065)

育林技術研究Ｇ

青18 乙供アカマツ本数間伐試験地 三八上北 ８０い 1.90 アカマツ 昭２６
平６２
(2050)

育林技術研究Ｇ

青19 三本木ブナ林総合試験地 三八上北

５３へ，と，ち，り，
ぬ，る，を，わ，
か，
４７り

88.14 ブナ，スギ他 昭１８
平６９
(2057)

森林生態研究Ｇ

青21 岩手アカマツ立木度比較試験地 盛　岡 ５１２へ，と，ち 3.90 アカマツ 昭１８
平５７
(2045)

育林技術研究Ｇ

青35 黒沢尻ブナ林総合試験地 岩手南部

1+６１６ほ1-2，へ，
と1-2，ち，り，ぬ，
る，る54-68，
を1-28，わ1-22，
か1-6，よ1-14

101.03
ブナ，スギ，

他
昭１９

平３１
(2019)

森林生態研究Ｇ

青39 アカマツ一関総合試験地 岩手南部
2+６０い-さ
６３ろ，ほ

30.11 アカマツ 昭１０
平４７
(2035)

育林技術研究Ｇ

青48 栓ノ木沢ヒバ林成長量試験地 三陸北部 ２２３る 1.38 ヒバ他 昭４
平６７
(2055)

育林技術研究Ｇ

青51 小桝沢カラマツ人工林収穫試験地 遠野支署 ４２り1-2 2.36 カラマツ 昭３６
平６３
(2051)

森林資源管理研究
Ｇ

青54 狼の巣スギ人工林収穫試験地 宮城北部 ５１わ 1.42 スギ 昭３９
平６０
(2048)

森林資源管理研究
Ｇ

青66 中居村ミズナラ天然更新試験地 三陸北部 ９４ぬ1-2 2.60 ミズナラ 昭５６
平６９
(2057)

森林生態研究Ｇ

青69 冠雪害の育林的防除技術開発試験地 仙　台 ２１７ね 1.89 スギ 昭５９
平３１
(2019)

森林生態研究Ｇ

青73 カヌマ沢渓畔林試験地 岩手南部 １１６い2内 10.34
トチ，サワグル

ミ，カツラ
平１

平３０
(2018)

育林技術研究Ｇ

青75 ブナ天然更新施業地動態試験地 盛　岡 １０５い４～５ 3.81 ブナ 平１１
平６０
(2048)

森林生態研究Ｇ

青79
朝比奈岳ヒバ漏脂病抑制のための密度管理実証試験
地

下　北 １０４４に内 0.20 ヒバ 平２５
平３９
(2027)

育林技術研究Ｇ

青80 海岸防災林復旧事業区における土壌環境観測試験地 仙　台 ８７る－２内 7.85 クロマツ 平２６
平３１
(2019)

森林環境研究Ｇ

青81
海岸防災林復旧事業区における植栽木根系発達深度
解析試験地

仙　台 ８８内 0.07 クロマツ 平２９
平３１
(2019)

森林環境研究Ｇ

青82
海岸防災林復旧事業区における植栽木根系動態解析
試験地

三八上北 １５５内 0.16 クロマツ 平２９
平３１
(2019)

森林環境研究Ｇ

　　　　平成31年3月現在
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３ 研究の連携・協力
  科学研究費助成事業研究課題

職員が代表者

研究課題 研究代表者 　 年度 備考

伐採前のササ抑制とヒノキの前生稚樹による
確実な天然更新

東北支所
齋藤智之

基金 27～30 基盤研究C

アマゾン熱帯林における低インパクト型択伐
施業の可能性：樹種の成長特性に基づく検証

東北支所
梶本卓也

補助金 28～30
基盤研究B

海外

凍土融解深の異なる永久凍土林における地下
部炭素動態の定量評価と制御要因の解明

東北支所
野口享太郎

補助金 28～32
基盤研究B

海外

寄生細菌“ボルバキア”によって引き起こさ
れるビロウドカミキリの生殖撹乱現象の解明

東北支所
相川拓也

補助金 28～30 基盤研究B

植物は温暖化から逃れられるのか：標高方向
の種子散布による評価

東北支所
直江将司

基金 29～32 若手研究A

カメムシ類による種子の吸汁は温暖な地域の
ヒノキの更新を制限しているか？

東北支所
野口麻穂子

基金 29～31 基盤研究C

周極域森林生態系において蘇苔地衣類が炭素
窒素循環に果たす役割と地域間差の評価

東北支所
森下智陽

補助金 27～31
基盤研究B

海外

変動する気象要因はいかにしてマツ材線虫病
の流行過程に影響するのか

東北支所
中村克典

基金 29～31 基盤研究C

マツ枯れの病原線虫はどのようにして進化し
てマツノマダラカミキリと結び付いたのか

東北支所
前原紀敏

基金 29～31 基盤研究C

日本における樹木疫病菌被害の発生リスク評
価

東北支所
升屋勇人

補助金 30～2 基盤研究B

景観遺伝学的解析をもちいたツキノワグマの
遺伝構造を形成する環境要因の解明

東北支所
大西尚樹

基金 30～2 基盤研究C
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４ 地域連携のための会議等記録  

 ４－１）平成３０年度東北林業試験研究機関連絡協議会総会  
 （１）開催期日：平成３０年８月９日～１０日  
 （２）開催場所：青森県八戸市、五戸町  
 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン  

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、  

         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究  

          センター  
     事務局：青森県産業技術センター林業研究所  
 （４）議事概要  
   ア  各専門部会の報告について  
   イ  各専門部会における地域重要課題について  

   ウ  各専門部会からの提案事項（共同研究・連携事業）  
   エ  各専門部会からの提案事項（その他協議・提案等）  
   カ  その他   ①総会及び各専門部会の次期開催県について  ②その他  
 （５）現地検討会  
   ①県産材無垢材を活用した公共建築物  八戸市立西白山台小学校  
   ②低密度植栽されたスギ壮齢林  五戸町  
 

 ４－２）平成３０年度東北林業試験研究機関連絡協議会  専門部会  
 １）企画調整専門部会  
 （１）開催期日：平成３０年７月２６日  
 （２）開催場所：青森県青森市  

 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森産業技術センタ  

          ー林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、  
         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究  

          センター  
     事務局：青森県産業技術センター林業研究所  
 （４）議事概要  

   ア  各専門部会の開催状況について  
   イ  各専門部会における地域重要課題について  
   ウ  各専門部会からの提案事項（共同研究・連携事業）について  
   エ  各専門部会からの提案事項（その他協議・提案等）について  
   オ  その他  
     ①総会次第案について  

     ②次期開催県について  
     ③その他  

 ２）木材利用専門部会  
 （１）開催期日：平成３０年７月１９日～２０日  
 （２）開催場所：山形県鶴岡市  
 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン  

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、  
         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究  

          センター  
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     事務局：山形県森林研究研修センター  
 （４）議事概要  
   ア  木材利用に関する重要な研究課題や最新技術等について、国立研究開発法人森林総合研  

   究所から情報提供  
   イ  各県における主要な研究課題とその対応状況、最近の研究成果について情報交換  

   ウ  上記イを踏まえ、東北林業試験研究機関連絡協議会への提案事項（共同研究・連携事業、 

   その他）を協議  
 （５）現地検討会  
      「鶴岡市内  サイエンスパーク内  木造施設」  
    「鶴岡市内  羽越木材協同組合  木質バイオマス発電及び製材施設」  

 ３ ）森林保全専門部会  

 （１）開催期日：平成３０年７月１２日～１３日  
 （２）開催場所：秋田県秋田市、大潟村  
 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン  

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、  
         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究  

          センター  

     事務局：秋田県林業研究研修センター  
 （４）議事概要  
   ア  今後の研究推進上、緊急に取り組む必要のある研究（平成３１年度以降）について  
   イ  次期開催県の決定  
   ウ  情報交換（室内協議）  
     ・病虫獣害発生情報  

     ・最近の保護上の話題及び研究成果の予報  
   エ  現地検討会  
     「カツラマルカイガラムシによる被害の発生状況」  
     「大潟村におけるカツラマルカイガラムシの拡散様態」  

 ４）資源 ・環境専門部会  
 （１）開催期日：平成３０年７月５日～６日  

 （２）開催場所：宮城県仙台市  
 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン  

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、  
         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究  

          センター  
     事務局：宮城県林業技術総合センター  

 （４）議事概要  
   ア  最近の研究課題と成果及び情報提供について  
   イ  地域の重要課題として共同研究を推進する必要のある研究課題について  
   ウ  次期開催県について  
   エ  その他  
 （５）現地検討会  

     「海岸防災林の復旧・再生状況について」  

 ５ ）特用林産部会    
 （１）開催期日：平成３０年６月１３日～１４日  
 （２）開催場所：岩手県遠野市  
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 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン  

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、  
         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究  

          センター、新潟県森林研究所  
     事務局：岩手県林業技術センター  

 （４）議事概要  
   ア  地域重要課題の検討について  
   イ  共同研究に関する検討について  
      ウ  各県の特用林産関係研究課題について  
   エ   最近の研究課題から  
   オ   その他  

 （５）現地研修  
・畑ワサビ生産  
・原木シイタケ生産  

 ６）林木育種部会  
 （１）開催期日：平成３０年６月２８日～２９日  
 （２）開催場所：福島県郡山市、いわき市  

 （３）出  席  者：森林総合研究所東北支所、林木育種センター東北育種場、青森県産業技術セン  

          ター林業研究所、岩手県林業技術センター、宮城県林業技術総合センター、  
         秋田県林業研究研修センター、山形県森林研究研修センター、福島県林業研究  

          センター、新潟県森林研究所  
     事務局：林木育種センター東北育種場  
 （４）議事概要  

   ア  研究開発推進ブロック会議に向けた共通研究課題の検討  地域において重要な課題  
   イ  各機関における採種園管理・運営に関する研究的な取り組み  
   エ  競争的資金の獲得状況及び応募状況  
     ・現在実行している課題  
     ・平成２９年度と平成３０年４月に応募した課題  
   オ  最近の研究成果と情報提供  

 （５）現地検討会  
 東北地方に導入した温暖地産抵抗性クロマツ苗木の生育状況  
 

 ４－３）平 成 ３０年 度 林 業 研 究 ・技 術 開 発 推 進 東 北 ブロック会 議 全 体 会 議 及 び研 究    

 分科会  
 （１）開催期日：平成３０年１０月２４日  
 （２）開催場所：森林総合研究所東北支所  
 （３）出  席  者：林野庁研究指導課、森林総合研究所、森林総合研究所東北支所、林木育種セン  

          ター東北育種場、東北森林管理局、東北森林管理局森林技術・支援センター、  

         青森県農林水産部林政課、青森県産業技術センター林業研究所、岩手県林業技  

          術センター、宮城県林業技術総合センター、秋田県林業研究研修センター、山  

          形県森林研究研修センター、福島県農林水産部農業振興課、福島県林業研究セ  

          ンター  
     事務局：森林総合研究所東北支所地域連携推進室  
 （４）議事概要  
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  （全体会議）  
   ア  森林・林業・木材産業分野の研究・技術開発に係る最近の研究情勢及び林野庁のニー  

    ズ等の紹介  
   イ  森林・林業・木材産業分野の研究・技術開発に関する地域のニーズ等の紹介  
   ウ  農林水産省の科学技術振興予算に関する情報提供  

   エ  その他質問・意見等  
  （研究分科会）  
   オ  競争的研究資金等の情報提供及び地域の対応状況  
   カ  各研究機関から最近の主要な研究成果の紹介等について  
   キ  各機関からの提案・要望事項  
   ク  その他質問・意見等  
 

 ４－４）産学官民連携の取り組み  
 

  １ .岩手県森林・林業政策連絡協議会  

 日時：平成 30 年 6 月 6 日（水） 13： 00～ 16： 30 
 場所：サンセール盛岡  
 参加者： 36 名（岩手県農林水産部、東北森林管理局、岩手県内全森林管理署、森林総合研究所東

北支所、東北育種場、森林整備センター盛岡水源林整備事務所）  
 

  ２ .いわて漆振興実務者連携会議  

 日時：平成 30 年 6 月 14 日（木） 13:30～ 15:30 

 場所：  岩手県公会堂 15 号室（盛岡市）  

 参加者：  25 名（岩手県、林野庁、文化庁、森林総合研究所東北支所、盛岡市など）  

 
  ３ .  レーザーバックパック型スキャナ及びドローンによる森林・林業活用検討会  

  日時：平成 30 年 8 月 29 日（水） 10： 00～ 16:00 
  場所：森林総合研究所東北支所  
  主催：東北森林管理局  
  参加者： 60 名（宮城、岩手、青森、秋田各県担当者（約 30 名）、東北森林管理局（森林整備部   

                    長、技術普及課長他）、各森林管理署（山形、産婆近見北、久慈、仙台、宮城北  
                    部他）、東北育種場  
 

 ４ .充実種子選別機デモンストレーション及びコンテナ苗意見交換会  

  日時：平成 30 年 8 月 31 日（金） 13： 00～ 17:00 

  場所：森林総合研究所東北支所  
  主催：研究コンソーシアム「一貫作業促進共同研究機関」  
  共催：森林総合研究所東北支所  
  参加者： 42 名（岩手県苗組、秋田県苗組、宮城県農林種苗農協、青森県産業技術センター、岩    

                  手県林業技術センター、東北森林管理局、森林整備センター秋田水源林事務所、  
                  ほか民間事業関係者）  
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 ５ .地域再生シンポジウム in 山形  

  日時：平成 30 年 9 月 13 日（木） 13： 00～ 9 月 14 日 (金） 14： 50 
  場所：置賜総合文化センター、源流の森、（有）山形工房、株）ニューテックシンセイ  
  主催：森林総合研究所東北支所、東北大学大学院農学研究科  
  共催：山形県広葉樹利用促進協議会、広葉樹を暮らしに活かす山形の会  
  後援：山形県、山形県木材産業協同組合、置賜林業推進協議会、日本林業技士会山形県支部  
  参加者：  シンポジウム 130 名、現地検討会 51 名  
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

６ .平成 30 年度東北北海道整備局業務検討会  

  日時：平成 30 年 10 月 11 日（木） 14:00～ 17:00 
  場所：栗原市文化会館  

  主催：東北北海道森林整備局  
  講演：森林総合研究所東北支所阿部俊夫森林環境研究グループ長「森林が持つ水源涵養機能につ

いて」、森林総合研究所東北支所高橋裕史生物多様性研究グループ長「野生動物による森

林被害について」  

  参加者： 72 名  
 

７ .平成 30 年度盛岡まちかど森林教室  

  日時：平成 30 年 10 月 26 日（金） 13： 30～ 15： 00 
  場所：盛岡森林管理署  
  講演：森林総合研究所東北支所工藤琢磨生物多様性研究グループ主任研究員「国内猛禽類がさら  

       される新たな脅威」、森林総合研究所東北支所齋藤智之育林技術研究グループ主任研究員  
       「全国に拡大しつつあるスズタケの一斉開花現象」  

  参加者：  20 名  
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８ .技術セミナー「地域材を活用したセルロースナノファイバーの用途技術開発」  

  日時：平成 30 年 11 月 20 日（火）  13 :10～ 16:00  
  場所：東北支所  
  主催：森林総合研究所  

  参加者： 50 名  
 

９ .漆サミット 2018 in  岩手  

  日時：平成 30 年 11 月 23 日（金） 10:00～ 25 日（日） 14:00 
  場所：いわて県民情報交流センター「アイーナ」 (盛岡市）、中尊寺、文化遺産センター（岩手   
          県西磐井郡平泉町）  
  主催：日本漆アカデミー  
  共催：共催：（国研）森林研究・整備機構  森林総合研究所、 NPO 法人壱木呂の会  
  後援：林野庁、漆を科学する会  

  参集範囲：林野庁、地方自治体、大学、研究機関、漆芸関係者、一般  
  参加者： 1 ,450 名  
 

                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－５）東北国有林森林・林業技術協議会  
 （１）開催期日：平成３１年３月１３日 (木 )14:00～ 16:30  
 （２）開催場所：東北森林管理局  
 （３）参  加  者：森林総合研究所東北支所、森林総合研究所林木育種センター東北育種場、森林

総合研究所森林整備センター東北北海道整備局、東北森林管理局    30 名  
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５ 海外派遣

　技術協力・調査・研究
氏　　名 行　　先 用 務 期　　間 経費負担先

直江　将司
中華人民
共和国

「日本の樹木の多様性は山岳地形によ
り地史的に高く保たれてきたのではな
いか？」にかかる研究成果を国際会議
「１st AsiaEvo Conference」において
口頭発表

H30. 4.16～
              4.22

科学研究費補助
金／地史的多様
性

森下　智陽
アメリカ合

衆国

「凍土融解深の異なる永久凍土林にお
ける地下部炭素動態の定量評価と制御
要因の解明」に係り、クロトウヒ林現
地調査

H30. 5.21～
              5.31

科学研究費補助
金／凍土融解深

森下　智陽
アメリカ合

衆国

「周極域森林生態系において蘇苔地衣
類が炭素窒素循環に果たす役割と地域
間差の評価」におけるクロトウヒ林現
地調査

H30. 6.25～
7. 2

科学研究費補助
金／周極域森林

野口享太郎
アメリカ合

衆国

「凍土融解深度の異なる永久凍土林に
おける地下部炭素動態の定量評価と制
御要因の解明」における現地調査

H30. 7.29～
8. 8

科学研究費補助
金／凍土融解深

森下　智陽
エストニア

共和国

「湿地土壌から樹木を介したメタン放
出：中高緯度3地域での変動要因と放出
機構の解明」に関して、ヨーロッパア
カマツ湿地林における現地調査

H30. 8. 1～
              8.10

科学研究費補助
金／メタン放出

森下　智陽
ブラジル連
邦共和国

「周極域森林生態系において蘇苔地衣
類が炭素窒素循環に果たす役割と地域
間差の評価」の研究成果を第21回国際
土壌科学会議にて発表

H30. 8.11～
              8.19

運営費交付金
／連携推進費

森下　智陽
アメリカ合

衆国

「周極域森林生態系において蘇苔地衣
類が炭素窒素循環に果たす役割と地域
間差の評価」におけるクロトウヒ林現
地調査

H30. 8.30～
              9.10

科学研究費補助
金／周極域森林

小野　賢二
ミクロネシ

ア連邦

「マングローブ林における群落レベル
での海面上昇影響の実態解明と近未来
予測」における現地調査

H30. 8.31～
9. 9

科学研究費補助
金／マングロー
ブ

小野　賢二
フィリピン

共和国

「コーラル・トライアングルにおける
ブルーカーボン生態系とその多面的
サービスの包括的評価と保全戦略」プ
ロジェクトに関わる現地調査

H30. 9.16～
              9.23

海外受託出張／
東京工業大学環
境・社会理工学
院

梶本　卓也
ブラジル連
邦共和国

「アマゾン熱帯林における低インパク
ト型択伐施業の可能性：樹種の成長特
性に基づく検証」の現地調査及びC/P打
合せ

H30. 9.29～

10.11
科学研究費補助
金／アマゾン

野口麻穂子 台湾

「エコロジカル・ビックデータの森林
群集理論への利用可能性－種間競争の
生活史通算評価」における研究成果を
ILITER CC and ILITER-EAP Joint
Conferenceにおいて発表

H30.10.13～

10.18

科学研究費補助
金／エコロジカ
ル
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氏　　名 行　　先 用 務 期　　間 経費負担先

直江　将司 台湾

「日本の樹木の多様性は産学地形によ
り地史的に高く保たれてきたのではな
いか？」にかかる研究成果を国際ワー
クショップ「6tｈ Taiwan－Japan
Ecology　Workshop」において口頭発表

H30.11.21～

11.27

科学研究費補助
金／地史的多様
性

齋藤　智之 タイ王国

「タイ低地熱帯季節林の森林タイプの
成立要因と降水量シフトによる森林機
能への影響評価」によるタイ熱帯季節
林の森林動態に関する現地調査及び研
究打合せ

H30.12.16～

12.23

科学研究費補助
金／タイ低地熱
帯

八木橋　勉 マレーシア
「半島マレーシアの丘陵フタバガキ林
の更新動態解明のための調査」

H31. 1.27～
2. 9

海外受託出張
／東京大学大学
院農学生命科学
研究科

小野　賢二
フィリピン

共和国

「コーラル・トライアングルにおける
ブルーカーボン生態系とその多面的
サービスの包括的評価と保全戦略」プ
ロジェクトに関わる現地調査

H31. 2.17～
              2.28

海外受託出張／
東京工業大学環
境・社会理工学
院

森下　智陽
アメリカ合

衆国
「Japan・U.S.Artic Science
Collaboration 会合参加」

H31. 3. 3～
3. 8

海外受託出張
／情報・システ
ム研究機構国立
極地研究所
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６ 研修・講習

  ６－１）派遣

氏  名 始 期 終 期 実   施   機   関

小澤  茂樹 刈払機作業に従事する者の安全衛生教育講習会 30.6.19 30.6.19
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

清水  章宏 刈払機作業に従事する者の安全衛生教育講習会 30.6.19 30.6.19
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

上川原奈美 刈払機作業に従事する者の安全衛生教育講習会 30.6.19 30.6.19
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

野口麻穂子 刈払機作業に従事する者の安全衛生教育講習会 30.6.19 30.6.19
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

小澤　壮太 刈払機作業に従事する者の安全衛生教育講習会 30.6.19 30.6.19
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

齋藤　武史 刈払機作業に従事する者の安全衛生教育講習会 30.6.19 30.6.19
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

小澤  茂樹 伐木等の業務従事者特別教育 30.6.21 30.6.22
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

清水  章宏 伐木等の業務従事者特別教育 30.6.21 30.6.22
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

上川原奈美 伐木等の業務従事者特別教育 30.6.21 30.6.22
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

野口麻穂子 伐木等の業務従事者特別教育 30.6.21 30.6.22
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

小澤　壮太 伐木等の業務従事者特別教育 30.6.21 30.6.22
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

齋藤　武史 伐木等の業務従事者特別教育 30.6.21 30.6.22
林業・木材製造業労働災害防止協会
岩手県支部

野口享太郎 30.9.18 30.9.19 盛岡地区危険物安全協会

渡邊　謙一 30.10. 3 30.10. 5 人事院東北事務局

大西  尚樹 次世代シーケンスデータ解析Web基礎セミナー 30.12. 7 30.12. 7 北海道システム・サイエンス（株）

大西  尚樹 次世代シーケンスデータ解析東京技術セミナー 30.12.11 30.12.12 北海道システム・サイエンス（株）

研       修       名

危険物取扱者試験準備講習（乙種第4類及び丙種受験者対象）

第28回東北地区課長級研修
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  ６－２）受け入れ

氏  名 所　　属 研    修    内   容 受     入     先

藤田　早紀
東京大学大学院
農学生命科学研
究科

樹木の細根動態および細根形態解
析技術の取得

30. 6. 1 31. 3.31 チーム長（根系動態研究担当）

松村　修平 岩手大学農学部
カミキリムシ相の長期変動モニタリン
グ調査実施に関わる研究手法等習
得

30. 6.15 31. 3.31 生物被害研究グループ

齊藤　真紀
秋田県立大学生
物資源学部生物
環境科学科

森林保護研究業務 30. 9.10 30. 9.14 生物被害研究グループ

鈴木虎太郎
秋田県立大学生
物資源学部生物
環境科学科

森林保護研究業務 30. 9.10 30. 9.14 生物多様性研究グループ

西嶋　美沙
日本大学生物資
源科学部森林資
源科学科

森林生態系に係る調査・評価手法
の取得

30. 9.10 30. 9.21 育林技術研究グループ

佐々木翔哉
岩手県立大学総
合政策学部

ケナガネズミの組織から抽出した
DNAを用いてマイクロサテライトDNA
マーカーの開発

30.11. 1 31. 3.31 チーム長（動物生態遺伝担当）

千田　香奈
岩手県立大学総
合政策学部

ツキノワグマの個体数推定方法の習
得

30.11.15 31. 3.31 チーム長（動物生態遺伝担当）

今田日菜子
岩手県立大学総
合政策学部

地理情報システムを用いた解析方
法の習得

30.12. 1 31. 3.31 チーム長（動物生態遺伝担当）

竹腰　直紀
東京農業大学大
学院農学研究科

ツキノワグマの個体識別手法の習得 31. 2.12 31. 3.31 チーム長（動物生態遺伝担当）

期　　間
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７ 講師・委員等の派遣

７－１）講師派遣

依　頼　者 内　　　　　容 用　務　先 実施月日 チーム長・研究グループ 氏　　名

公益財団法人東京都公園協会
理事長佐野克彦

緑と水の市民カレッジ講師：講師 東京都千代田区 H30.6.15 森林生態研究グループ 直江将司

岩手県林業技術センター所長 いわて林業アカデミー講師：講師 岩手県矢巾町 H30.4.18,5.1
0

森林資源管理研究グループ長 天野智将

岩手県林業技術センター所長 いわて林業アカデミー講師：講師 岩手県矢巾町 H30.5.10 森林資源管理研究グループ 駒木貴彰

岩手県林業技術センター所長 いわて林業アカデミー講師：講師 岩手県矢巾町 H30.5.30,31 育林技術研究グループ長 八木橋勉

岩手県立博物館館長髙橋廣至 県博日曜講座講師：講師 岩手県盛岡市 H30.9.23 チーム長（野生鳥獣類管理担当） 高橋裕史

岩手・木質バイオマス研究会
代表内田信平

講演会「地域から考える木質バイオマス
利用・花巻編」講師：講師

岩手県盛岡市 H30.7.14 生物被害研究グループ長 中村克典

秋田県立大学長小林淳一 講義「植物医科学」講師：講師 秋田県秋田市 H30.7.29-30 チーム長（森林微生物管理担当） 升屋勇人

国立大学法人高知大学長櫻井
克年

講義「樹病学実験」講師：講師 高知県高知市 H30.9.15-20 産学官民連携推進調整監 田端雅進

一般財団法人日本緑化セン
ター会長進藤清貴

「第１４回松枯れ防除実践講座」講師：
講師

秋田県秋田市 H30.9.6-7 生物被害研究グループ長 中村克典

岩手県農林水産部長 平成３０年度岩手県松くい虫防除技術講
習会講師：講師

岩手県矢巾町 H30.8.30-31 生物被害研究グループ 前原紀敏

全国森林組合連合会代表理事
会長村松二郎

平成３０年度森林施業プランナー育成対
策事業プランナー研修～資格取得希望者
向け～講師：講師

岩手県八幡平市 H30.8.22 育林技術研究グループ長 八木橋勉

全国森林組合連合会代表理事
会長村松二郎

平成３０年度森林施業プランナー育成対
策事業プランナー研修～資格取得希望者
向け～講師：講師

岩手県八幡平市 H30.8.22 森林資源管理研究グループ長 天野智将

東北森林管理局長 平成３０年度低密度植栽試験現地検討会
講師：講師

岩手県遠野市 H30.9.13 育林技術研究グループ 野口麻穂子

秋田県教育委員会教育長 平成３０年度特別天然記念物カモシカ保
護指導委員並びに保護行政担当者会議講
師：講師

秋田県秋田市、
五城目町

H30.10.4-5 チーム長（野生鳥獣類管理担当） 高橋裕史

盛岡森林管理署長 盛岡まちかど森林教室講師：講師 岩手県盛岡市 H30.10.26 育林技術研究グループ 齋藤智之

盛岡森林管理署長 盛岡まちかど森林教室講師：講師 岩手県盛岡市 H30.10.26 生物多様性研究グループ 工藤琢磨

会津流域森林・林業活性化セ
ンター理事長遠藤忠一

平成３０年度漆掻き職人育成研修講師：
講師

福島県喜多方市 H30.10.24-25 産学官民連携推進調整監 田端雅進

秋田県立大学生物資源科学部
森林科学研究室助教坂田ゆず

第１４６回森林科学セミナー講演：講師 秋田県秋田市 H30.10.26 生物多様性研究グループ長 高橋裕史

一般財団法人日本緑化セン
ター会長進藤清貴

「平成３０年度松保護士講習会」講師：
講師

茨城県つくば市 H30.11.20-21 生物被害研究グループ長 中村克典

北上川中流流域森林・林業活
性化センター会長小原剛一郎

平成３０年度森林資源循環利用促進事業
「森林資源循環利用促進セミナー」講
師：講師

岩手県矢巾町 H30.12.17 育林技術研究グループ 野口麻穂子

宮城県農林種苗農業協同組合
代表理事組合長濁沼一孝

「造林者を対象にしたコンテナ苗の植栽
に関する研修会」講師：講師

宮城県大崎市 H31.2.13 育林技術研究グループ長 八木橋勉

青森県森林組合連合会（青森
県森林病害虫等防除セン
ター）代表理事会長本間家大

『森林病害虫等被害対策研修会』講師：
講師

青森県青森市 H31.2.12 チーム長（マツ材線虫病担当） 相川拓也

関東森林管理局長 海岸防災林の森林整備に向けた現地検討
会講師：講師

千葉県南房総市 H31.2.21-22 生物被害研究グループ長 中村克典

山形森林管理署長 「平成３０年度山形県フォレスター連絡
会議」における講演：講師

山形県寒河江市 H31.2.25 森林資源管理研究グループ 大塚生美

岩手県林業技術センター所長 平成３０年度林業技術普及セミナー講
師：講師

岩手県矢巾町 H31.2.28 育林技術研究グループ長 八木橋勉

北上川中流流域森林・林業活
性化センター会長小原剛一郎

平成３０年度森林資源循環利用促進事業
「平成３０年度ナラ枯れ被害対策セミ
ナー」講師：講師

岩手県奥州市 H31.3.12 生物被害研究グループ長 中村克典
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７－２）専門委員派遣

依　頼　者 内　　　　　容 用　務　先 実施月日 チーム長・研究グループ 氏　　名

岩手県沿岸広域振興局農林
部宮古農林振興センター林
務室長

宮古・下閉伊地区ナラ枯れ被害対策連絡
会議

岩手県宮古市 H30.4.19 生物被害研究グループ長 中村克典

宮城県環境生活部長 宮城県環境影響評価技術審査会 宮城県仙台市 H30.4.16 育林技術研究グループ 野口麻穂子

岩手県農林水産部森林整備
課総括課長

平成３０年度「いわて森のゼミナール推
進事業」企画提案選考委員会

岩手県盛岡市 H30.4.26 森林資源管理研究グループ長 天野智将

山形県環境審議会会長横山
孝男

山形県環境審議会総会 山形県山形市 H30.5.21 支所長 梶本卓也

一般財団法人日本緑化セン
ター会長進藤清貴

風向風速調査に関する調査方法の指導 茨城県つくば市 H30.5.22 森林環境研究グループ 萩野裕章

宇都宮大学農学部長夏秋知
英

ササ群落の放射能測定 栃木県塩谷町、
宇都宮市

H30.6.27-29 育林技術研究グループ 齋藤智之

一般社団法人日本森林学会
会長中村太士

２０１８年定時総会および臨時理事会 東京都千代田区 H30.5.29 支所長 梶本卓也

一般社団法人日本森林学会
会長中村太士

次期プログラム編集担当理事大会引継会
議

東京都港区 H30.5.9 支所長 梶本卓也

宮城県環境生活部長 宮城県環境影響評価技術審査会 宮城県仙台市 H30.5.24 育林技術研究グループ 野口麻穂子

岩手県商工労働観光部産業
経済交流課総括課長

第４回いわて漆振興実務者連携会議 岩手県盛岡市 H30.6.14 産学官民連携推進調整監 田端雅進

一般社団法人日本森林学会
会長中村太士

理事（プログラム編集担当）として総
会、理事会および各種委員会へ出席

東京都千代田区
他

H30.5.29-
H31.3.31
期間中10回程
度

支所長 梶本卓也

京都大学生態学研究セン
ターセンター長中野伸一

第２９７回生態研セミナー 滋賀県大津市 H30.6.15-16 育林技術研究グループ 齋藤智之

東北森林管理局長 平成３０年度第１回東北森林管理局保護
林管理委員会

秋田県秋田市 H30.5.29 育林技術研究グループ長 八木橋勉

静岡県経済産業部　森林・
林業局森林整備課長

平成３０年度三保松原のマツ材線虫病
の微害化に向けた現地技術指導

静岡県静岡市 H30.7.9-10 生物被害研究グループ長 中村克典

国立研究開発法人農業・食
品産業技術総合研究機構生
物系特定産業技術研究支援
センター所長平野統三

平成30年度研究計画ヒヤリング
革新的技術開発・緊急展開事業（地域戦
略プロジェクト・経営体強化プロジェク
ト）研究計画ヒヤリング

東京都台東区 H30.6.26 森林資源管理研究グループ 駒木貴彰

仙台森林管理署長 蔵王アオモリトドマツ枯損に関する現地
調査

宮城県蔵王町 H30.6.13 育林技術研究グループ長 八木橋勉

東北地区広域原木流通協議
会会長鈴木信哉

平成３０年度第１回東北地区需給情報連
絡協議会

岩手県盛岡市 H30.7.24 森林資源管理研究グループ長 天野智将

国土交通省東北地方整備局
長津田修一

第２回仙台湾南部海岸「緑の防潮堤」植
生管理検討委員会

宮城県、仙台
市、岩沼市、山
元町

H30.7.12 地域研究監 大貫靖浩

合同会社東北野生動物保護
管理センター代表社員宇野
壮春

平成３０年度早池峰山周辺地域のニホン
ジカの生息状況等に係る第一回検討委員
会

岩手県盛岡市 H30.7.26 チーム長（野生鳥獣類管理担当） 高橋裕史

東北森林管理局長 平成３０年度森林計画等に関する現地検
討会

宮城県南三陸町 H30.7.9-10 支所長 梶本卓也

東北森林管理局長 平成３０年度第１回東北森林管理局林野
公共事業事業評価技術検討会

秋田県秋田市 H30.7.13 支所長 梶本卓也

国土交通省九州地方整備局
国営海の中道海浜公園事務
所長

第２回海の中道海浜公園Ｄ地区整備運営
管理基本計画検討会

福岡県福岡市 H30.7.25-27 森林環境研究グループ 萩野裕章

青森県農林水産部林政課長 平成３０年度第１回青森県松くい虫被害
対策検討会

青森県深浦町 H30.7.25-26 生物被害研究グループ長 中村克典

青森県農林水産部林政課長 平成３０年度第１回青森県松くい虫被害
対策検討会

青森県深浦町 H30.7.25-26 生物被害研究グループ 相川拓也

宮城県環境生活部長 宮城県環境影響評価技術審査会 宮城県仙台市 H30.7.20 育林技術研究グループ 野口麻穂子

福島県南会津建設事務所長 会津縦貫南道路環境検討委員会 福島県下郷町
他

H30.7.20 生物多様性研究グループ 工藤琢磨

東北森林管理局長 ニホンジカ被害防除事業（誘引捕獲）に
関する現地指導

岩手県遠野市、
釜石市、宮城県
石巻市

H30.7.31-8.1 チーム長（野生鳥獣類管理担当） 高橋裕史

大船渡農林振興センター林
業振興課長

平成３０年度第１回気仙地区森林病害虫
被害対策連絡会議

岩手県大船渡市 H30.8.8 生物被害研究グループ長 中村克典

岩手県林業技術センター所
長

平成３０年度第１回いわて林業アカデ
ミー運営協議会

岩手県矢巾町 H30.8.22 支所長 梶本卓也

東北森林管理局局長小島孝
文

白神山地世界遺産地域（青森県側）核心
地域におけるニホンジカの痕跡調査

青森県西目屋
村、鰺ヶ沢町

H30.8.24-26 生物被害研究グループ 相川拓也

一般社団法人日本森林技術
協会理事長福田隆政

「平成３０年度低密度植栽技術の導入に
向けた調査委託事業」第１回検討委員会

東京都千代田区 H30.7.31 森林資源管理研究グループ 駒木貴彰

秋田県教育委員会教育長米
田進

平成３０年度第１回北奥羽山系カモシカ
保護地域保護指導委員会

青森県青森市 H30.9.12 チーム長（野生鳥獣類管理担当） 高橋裕史

山形県環境審議会自然環境
部会長幸丸政明

平成３０年度山形県環境審議会第１回自
然環境部会

山形県山形市 H30.9.10 支所長 梶本卓也

岩手県林業技術センター所
長

平成３０年度岩手県林業技術センター試
験研究評価に係る外部評価委員会

岩手県矢巾町 H30.9.28 支所長 梶本卓也

山形森林管理署長 第７回山形県蔵王地域におけるアオモリ
トドマツ被害に係る検討会

山形県山形市 H30.11.30 チーム長（昆虫多様性保全担当） 磯野昌弘

山形森林管理署長 第７回山形県蔵王地域におけるアオモリ
トドマツ被害に係る検討会

山形県山形市 H30.11.30 育林技術研究グループ長 八木橋勉

国土交通省九州地方整備局
国営海の中道海浜公園事務
所長

海の中道海浜公園Ｄ地区整備運営管理基
本計画検討会

福岡県福岡市 H30.10.9-11 森林環境研究グループ 萩野裕章

青森県農林水産部林政課長 平成３０年度第２回青森県松くい虫被害
対策検討会

青森県青森市、
南部町

H30.11.1.-2 生物被害研究グループ長 中村克典
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依　頼　者 内　　　　　容 用　務　先 実施月日 チーム長・研究グループ 氏　　名

青森県農林水産部林政課長 平成３０年度第２回青森県松くい虫被害
対策検討会

青森県青森市、
南部町

H30.11.1.-2 生物被害研究グループ 相川拓也

東北地区広域原木流通協議
会会長鈴木信哉

平成３０年度第２回東北地区需給情報連
絡協議会

岩手県盛岡市 H30.11.29 森林資源管理研究グループ長 天野智将

岩手県知事達増拓也 岩手県森林審議会 岩手県盛岡市 H30.10.19 支所長 梶本卓也

岩手県沿岸広域振興局農林
部宮古農林振興センター林
務室長

宮古・下閉伊地区ナラ枯れ被害対策連絡
会議

岩手県宮古市 H30.10.22 生物被害研究グループ長 中村克典

東北森林管理局長 平成３０年度治山・林道工事コンクール
における審査委員

秋田県秋田市 H30.11.15-16 森林環境研究グループ長 阿部俊夫

岩手県環境保健研究セン
ター所長

岩手県環境保健研究センター研究評価委
員会

岩手県盛岡市 H30.11.26 産学官民連携推進調整監 田端雅進

宮城県環境生活部長 宮城県環境影響評価技術審査会 宮城県仙台市 H30.11.7 育林技術研究グループ 野口麻穂子

三陸中部森林管理署長 大槌・気仙川流域の森林計画に関する住
民懇談会

岩手県大船渡市 H30.12.5 支所長 梶本卓也

山形県農林水産技術会議会
長西澤隆

平成３０年度第１回山形県農林水産技術
会議

山形県山形市 H30.11.27 支所長 梶本卓也

東北森林管理局長 平成３０年度東北森林管理局技術開発委
員会

秋田県秋田市 H30.11.22 育林技術研究グループ長 八木橋勉

秋田県立大学生物資源科学
部教授蒔田明史

科学研究費に係る一斉枯死後のチュウゴ
クザサ回復状況の調査

京都府京都市 H30.11.14-15 育林技術研究グループ 齋藤智之

岩手県知事達増拓也 岩手県森林審議会 岩手県盛岡市 H30.12.14 支所長 梶本卓也

静岡県経済産業部　森林・
林業局森林整備課長

平成３０年度三保松原のマツ材線虫病
の微害化に向けた現地技術指導

静岡県静岡市 H30.12.5-6 生物被害研究グループ長 中村克典

国土交通省東北地方整備局
長髙田昌行

第３回仙台湾南部海岸「緑の防潮堤」植
生管理検討委員会

宮城県仙台市 H30.12.4 地域研究監 大貫靖浩

一般社団法人日本森林技術
協会理事長福田隆政

「平成３０年度低密度植栽技術の導入に
向けた調査委託事業」第２回検討委員会

東京都千代田区 H30.12.5 森林資源管理研究グループ 駒木貴彰

茨城県政策企画部県北振興
局長
茨城県農林水産部林政課長

いばらき漆振興コンソーシアム生産部会 茨城県水戸市 H30.12.27 産学官民連携推進調整監 田端雅進

仙台森林管理署長 蔵王アオモリトドマツ枯損に関する現地
指導

宮城県仙台市 H30.12.4 育林技術研究グループ長 八木橋勉

岩手県農林水産部森林整備
課総括課長

平成３０年度林業普及指導事業外部評価
委員会

岩手県盛岡市 H31.1.18 森林資源管理研究グループ長 天野智将

東北森林管理局長 平成３０年度森林・林業技術交流発表会
審査委員

秋田県秋田市 H31.1.31-2.1 支所長 梶本卓也

宮城県環境生活部長 宮城県環境影響評価技術審査会 宮城県仙台市 H30.12.27 育林技術研究グループ 野口麻穂子

岩手県農林水産部森林整備
課総括課長

岩手県企業の森づくりＣＯ２吸収量認定
審査委員会

岩手県盛岡市 H31.1.18 チーム長（地域資源利用担当） 小谷英司

岩手県林業技術センター所
長

平成３０年度岩手県林業普及指導員全体
研修会普及活動事例発表に係る審査委員

岩手県矢巾町 H31.2.4 森林資源管理研究グループ長 天野智将

岩手県林業技術センター所
長

平成３０年度第２回いわて林業アカデ
ミー運営協議会

岩手県矢巾町 H31.2.8 支所長 梶本卓也

飯豊町長後藤幸平 「いいで町計画知塾」出席 山形県飯豊町 H31.2.18-19 森林資源管理研究グループ 大塚生美

岩手県商工労働観光部産業
経済交流課総括課長

第６回いわて漆振興実務者連携会議 岩手県盛岡市 H31.2.14 産学官民連携推進調整監 田端雅進

岩手県森林病害虫被害対策
推進協議会会長（事務局岩
手県農林水産部森林整備課
総括課長）

平成３０年度岩手県森林病害虫被害対策
推進協議会

岩手県盛岡市 H31.2.5 生物被害研究グループ長 中村克典

信州大学理学部長市野隆雄 「第２回生物群横断系統地理ワーク
ショップ」出席、講演、東城教授との共
同研究の打ち合わせ

長野県松本市 H31.1.25-28 チーム長（動物生態遺伝担当） 大西尚樹

岩手県森林審議会会長岡田
秀二

岩手県森林審議会松くい虫対策部会 岩手県盛岡市 H31.2.12 支所長 梶本卓也

合同会社東北野生動物保護
管理センター代表社員宇野
壮春

平成３０年度早池峰山周辺地域のニホン
ジカの生息状況等に係る第二回検討委員
会

岩手県盛岡市 H31.1.29 生物被害研究グループ長 高橋裕史

東北森林管理局長 平成３０年度第２回東北森林管理局林野
公共事業事業評価技術検討会

秋田県秋田市 H31.2.12.-13 支所長 梶本卓也

国土交通省九州地方整備局
国営海の中道海浜公園事務
所長

海の中道海浜公園Ｄ地区整備運営管理基
本計画検討会

福岡県福岡市 H31.2.6-8 森林環境研究グループ 萩野裕章

宮城県環境生活部長 宮城県環境影響評価技術審査会 宮城県仙台市 H31.2.15 育林技術研究グループ 野口麻穂子
一般社団法人日本森林技術
協会理事長福田隆政

「平成３０年度低密度植栽技術の導入に
向けた調査委託事業」第３回検討委員会

東京都千代田区 H31.2.18 森林資源管理研究グループ 駒木貴彰

京都府農林水産部長 平成３０年度丹波漆再生プロジェクト会
議

京都府福知山市 H31.3.3-5 産学官民連携推進調整監 田端雅進

東北森林管理局長 平成３０年度第２回東北森林管理局保護
林管理委員会

秋田県秋田市 H31.2.20 育林技術研究グループ長 八木橋勉

岩手県農林水産部森林整備
課総括課長

地域けん引型林業経営体成果発表会に係
る審査員

岩手県盛岡市 H31.3.8 森林資源管理研究グループ長 天野智将

河川課総括課長 平成３０年度「いわての川づくりプラン
懇談会」

岩手県盛岡市 H31.3.8 森林環境研究グループ長 阿部俊夫

東北森林管理局長 平成３０年度森林計画等に関する検討会 秋田県秋田市 H31.3.11 支所長 梶本卓也
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８ 視察・見学

区 分 員数（人）

国 114
都道府県 120
林業団体 57
一般 620
学生 42

計（国内） 953
国外 0
合計 953

９ 刊行物

名 称 出版回数 印刷部数 /回 巻（号） 備考

森林総合研究所東北支所年報 １ ｵﾝﾗｲﾝｼﾞｬｰﾅﾙ 平成 30 年版 No.59 年刊

フォレストウィンズ ４ 1,000 No.73 ～ No.76 季刊

１０ 図書

（単行書）

平成３０年度受入 年度末蔵書数

和 書 洋 書 （管理換による除籍・

購 入 寄 贈 計 購 入 寄 贈 計 収書等を含む）

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

22 26 48 5 0 5 17,567

（雑誌等逐次刊行物）

平成３０年度受入 年度末蔵書数

和書 洋書 製本冊数 （管理換による除籍・

購入 寄贈 計 購入 寄贈 計 購入 寄贈 計 収書等を含む）

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

306 298 604 44 0 44 25 0 25 32,960

（その他の資料）

平成３０年度受入 年度末蔵書数

和 書 洋 書 （管理換による除籍・

購 入 寄 贈 計 購 入 寄 贈 計 収書等を含む）

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

0 0 0 0 0 0 9,484
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１１  諸　会　議
会   議   名 開催年月日 主    催 開催場所

１　平成30年度東北林業試験研究機関連絡協議会 30. 6.13 岩手県林業技術センター 岩手県遠野市

　　特用林産専門部会 30. 6.14

２　平成30年度東北林業試験研究機関連絡協議会 30. 6.28 林木育種センター東北育種場 福島県郡山市

　　林木育種部会 30. 6.29 いわき市

３　平成30年度東北林業試験研究機関連絡協議会 30. 7.12 秋田県林業研究研修センター

　　森林保全専門部会 30. 7.13

４　平成30年度東北林業試験研究機関連絡協議会 30．7.11 山形県森林研究研修センター 山形県鶴岡市

　　木材利用専門部会 30．7.12

５　平成30年度東北林業試験研究機関連絡協議会 30. 7.　5 宮城県林業技術総合センター 宮城県仙台市

　　資源・環境専門部会 30. 7.　6

６　平成30年度東北林業試験研究機関連絡協議会 30. 7.26 青森県産業技術センター 青森県青森市

　　企画調整専門部会 林業研究所

７　平成30年度東北林業試験研究機関連絡協議会 30. 8.  9 青森県産業技術センター

　　総会 30. 8.10 林業研究所

８　平成30年度東北育種基本区特定母樹等普及促進会議
　　及び林業研究・技術開発推進東北ブロック会議
　　育種分科会

30.10.23 林野庁
林木育種センター東北育種場

東北支所

９  平成30年度林業研究・技術開発推進東北ブロック会議 30.10.24 林野庁 東北支所

　　全体会議及び研究分科会 森林総合研究所

10　東北支所業務報告会 30.12.13 東北支所 東北支所

30.12.14

11　東北地域評議会 31. 2.18 東北支所 東北支所

１２   諸  行  事
行　　　事 年月日

１　森林総合研究所一般公開・公開講演会

  　（東北支所、東北育種場、森林整備センター東北北海道整備局
　　　　　　　　　　　　　　　盛岡水源林整備事務所　合同開催）

２　平成30年度森林・林業技術交流発表会 31. 1.31 秋田にぎわい交流館Au

31. 2.  1

３　岩手県林業技術センター・森林総合研究所東北支所・

    林木育種センター東北育種場合同成果報告会

４　東北国有林・林業技術協議会 31. 3.13 東北森林管理局

プラザおでって（盛岡市）

秋田県秋田市
大潟村

30.10.13 東北支所

青森県八戸市
五戸町

開催場所

31. 2.  5
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１３   内部委員会

・苗畑・実験林委員会

委員：田端雅進、金野　勇、小谷英司、阿部俊夫、太田敬之、相川拓也、櫻　玲子（事務局）

会議：第１回委員会（ 4月23日）、第２回委員会（ 6月 1日）、第３回委員会（ 6月22日）、

　　　第４回委員会（ 6月29日）、第５回委員会（11月 9日）、第６回委員会（ 2月28日）、

　　　第７回委員会（ 3月 1日）

・住宅委員会

委員：渡邊謙一、清水章宏、磯野昌弘、太田敬之（労組代表）、工藤琢磨、都筑俊夫（事務局）

会議：第１回委員会（3月8日）

・安全衛生委員会

委員：田端雅進、渡邊謙一、砂子田渉、石井基弘(産業医)、櫻　玲子、 太田敬之（4～9月）、

      野口宏典(4～9月)、阿部俊夫（10～3月）、野口麻穂子（10～3月）、都筑俊夫（事務局）

会議：第１回委員会（ 4月19日）、第２回委員会（ 5月25日）、第３回委員会（ 6月15日）、

　　　第４回委員会（ 7月 4日）、第５回委員会（ 7月25日）、第６回委員会（ 8月20日）、

　　　第７回委員会（ 9月 7日）、第８回委員会（10月29日）、第９回委員会（11月15日）、

　　　第10回委員会（12月21日）、第11回委員会（ 1月18日）、第12回委員会（ 2月22日）

　　　第13回委員会（ 3月15日）

・施設整備委員会

委員：大貫靖浩、田端雅進、金野　勇、渡邊謙一、太田敬之、阿部俊夫、中村克典、小谷英司

　　　砂子田渉（事務局）、清水章宏（事務局）

会議：なし

・図書委員会

委員：田端雅進、金野　勇、小澤茂樹、直江将司、野口麻穂子、野口亨太郎、工藤琢磨、磯野昌弘

　　　大塚生美、米沢茂信（事務局）

会議：第１回委員会（6月11日）

１４   内部会議

・支所業務調整会議

メンバー：梶本卓也、田端雅進、大貫靖浩、金野　勇、渡邊謙一、砂子田渉

会議：毎週月曜日開催

・支所運営会議

メンバー：梶本卓也、田端雅進、大貫靖浩、田中直哉、金野　勇、米沢茂信、櫻　玲子、渡邊謙一、

　　　　　砂子田渉、都筑俊夫、小澤茂樹、清水章宏、磯野昌弘、小谷英司、升屋勇人（4～7月）、

　　　　　野口享太郎、大西尚樹（10～3月）、相川拓也（11月～3月）、太田敬之、八木橋勉、

　　　　　阿部俊夫、高橋裕史、中村克典、天野智将

会議：月２回開催
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